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平成２２年第３回羅臼町議会定例会（第１号） 

 

平成２２年９月１６日（木曜日）午前１０時開議 

 

──────────────────────────────────── 

 

○議事日程 

 日程第 １ 会議録署名議員の指名 

 日程第 ２ 会期の決定 

 日程第 ３ 諸般の報告 

 日程第 ４ 町長行政報告 

 日程第 ５ 一般質問 

 日程第 ６ 議案第５１号 羅臼町教育委員会の委員の任命につき同意を求めることに

ついて 

 日程第 ７ 報告第 ８号 専決処分した事件の承認について 

 日程第 ８ 報告第 ９号 専決処分した事件の承認について 

 日程第 ９ 報告第１０号 専決処分した事件の承認について 

 日程第１０ 報告第１１号 専決処分した事件の承認について 

 日程第１１ 議案第４４号 平成２２年度目梨郡羅臼町一般会計補正予算 

 日程第１２ 議案第４５号 平成２２年度目梨郡羅臼町国民健康保険事業特別会計補正

予算 

 日程第１３ 議案第４６号 平成２２年度目梨郡羅臼町介護保険事業特別会計補正予算 

 日程第１４ 議案第４７号 平成２２年度目梨郡羅臼町国民健康保険診療所事業特別会

計補正予算 

 日程第１５ 議案第４８号 羅臼町証明手数料徴収条例の一部を改正する条例制定につ

いて 

 日程第１６ 議案第４９号 羅臼町営体育施設等設置条例の一部を改正する条例制定に

ついて 

 日程第１７ 議案第５０号 羅臼町過疎地域自立促進市町村計画について 

 日程第１８ 認定第 １号 平成２１年度目梨郡羅臼町一般会計歳入歳出決算認定につ

いて 

 日程第１９ 認定第 ２号 平成２１年度目梨郡羅臼町国民健康保険事業特別会計歳入

歳出決算認定について 

 日程第２０ 認定第 ３号 平成２１年度目梨郡羅臼町介護保険事業特別会計歳入歳出

決算認定について 

 日程第２１ 認定第 ４号 平成２１年度目梨郡羅臼町老人保健事業特別会計歳入歳出
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決算認定について 

 日程第２２ 認定第 ５号 平成２１年度目梨郡羅臼町後期高齢者医療事業特別会計歳

入歳出決算認定について 

 日程第２３ 認定第 ６号 平成２１年度目梨郡羅臼町国民健康保険診療所事業特別会

計歳入歳出決算認定について 

 日程第２４ 認定第 ７号 平成２１年度目梨郡羅臼町水道事業会計歳入歳出決算認定

について 

 日程第２５ 報告第１２号 平成２１年度決算に基づく健全化判断比率の報告について 

 日程第２６ 報告第１３号 平成２１年度決算に基づく資金不足比率の報告について 

（日程第１８、認定第１号～日程第２４、認定第７号及び

日程第２５、報告第１２号及び日程第２６、報告第１３

号 ９件一括） 

 日程第２７ 発議第 ８号 道路の整備に関する意見書 

 日程第２８ 発議第 ９号 地方財政の充実・強化を求める意見書 

 日程第２９ 発議第１０号 一般国道の維持管理の充実を求める意見書 

 日程第３０ 発議第１１号 重症心身障がい児（者）への支援に関する意見書 

 日程第３１ 各委員会閉会中の所管事務調査の件 

──────────────────────────────────── 

○出席議員（１０名） 

  議 長 １０番 村 山 修 一 君    副議長  ９番 松 原   臣 君 

       １番 湊 屋   稔 君         ２番 田 中   良 君 

       ３番 髙 島 讓 二 君         ４番 小 野 哲 也 君 

       ５番 坂 本 志 郎 君         ６番 鹿 又 政 義 君 

       ７番 佐 藤   晶 君         ８番 山 下   崧 君 

──────────────────────────────────── 

○欠席議員（０名） 

──────────────────────────────────── 

○地方自治法第１２１条により説明のため出席した者 

 町     長  脇   紀美夫 君   副 町 長         鈴 木 日出男 君 

 教  育  長         池 田 栄 寿 君   教 育 委 員 長         石 川   勝 君 

 総務企画財政課長         寺 澤 哲 也 君   総務企画財政課参事         佐 藤 行 広 君 

 税 務 課 長         野 理 幸 文 君   町民生活課長         亓十嵐 勝 彦 君 

 保健福祉課長         渡 辺 憲 爾 君   保健福祉課長補佐         堺   昇 司 君 

 地 域包括ケ ア支援 センター 課長         斉 藤 健 治 君   環境管理課長         川 端 達 也 

君  水産商工観光課長         石 田 順 一 君   建設水道課長         高 橋 力 也 君 

 建設水道課長補佐         石 岡   章 君   学 務 課 長  太 田 洋 二 君 
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 社会教育課長         中 田   靖 君   郷土資料室長         涌 坂 周 一 君 

 診療所事務長         工 藤 勝 利 君   診療所事務課長         対 馬 憲 仁 君 

 会 計 管 理 者         嶋   勝 彦 君 

──────────────────────────────────── 

○職務のため議場に出席した者 

 議会事務局長         久保田   誠 君   次     長  大 沼 良 司 君 
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──────────────────────────────────── 

午前１０時００分 開会 

──────────────────────────────────── 

◎開会・開議宣告         

──────────────────────────────────── 

○議長（村山修一君） おはようございます。 

 ただいまの出席議員は１０人です。定足数に達しておりますので、平成２２年第３回羅

臼町議会定例会を開会します。 

 これから、本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりです。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名 

──────────────────────────────────── 

○議長（村山修一君） 日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１１６条の規定によって、７番佐藤晶君及び８番山下崧

君を指名します。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第２ 会期の決定 

──────────────────────────────────── 

○議長（村山修一君） 日程第２ 会期決定の件を議題とします。 

 お諮りします。 

 本定例会の会期については、議会運営委員会で協議していただき、本日１日としたいと

思います。御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（村山修一君） 御異議なしと認めます。 

 したがって、会期は本日１日と決定しました。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第３ 諸般の報告 

──────────────────────────────────── 

○議長（村山修一君） 日程第３ 諸般の報告を行います。 

 羅臼町監査委員から、例月出納検査の結果について報告がありました。資料は、議長の

手元で保管しています。 

 これで、諸般の報告を終わります。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第４ 町長行政報告 
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──────────────────────────────────── 

○議長（村山修一君） 日程第４ 町長から行政報告の申し出がありましたので、これを

許します。 

 町長。 

○町長（脇 紀美夫君） おはようございます。 

 本日、第３回羅臼町議会定例会を開催いたしましたところ、議員各位には、何かと御多

用のところ、万障繰り合わせ御出席をいただきましたこと、御礼を申し上げたいと思いま

す。本日の定例会の審議、よろしくお願い申し上げたいと存じます。 

 お許しをいただきましたので、行政報告２件をさせていただきます。 

 １件目につきましては、地域密着型介護老人福祉施設、いわゆる小規模特別養護老人

ホームの整備事業者の決定についてであります。 

 小規模特養につきましては、去る６月１日に公募を開始し、３０日に締め切られました

が、２整備事業者から応募をいただき、７月２８日と３０日の２回、７人の選考委員によ

る介護保険事業者選考委員会において、審査、選考が行われました。 

 その後、羅臼町の地域密着型サービス事業所等の指定について、必要な事項等を調査、

審議する羅臼町地域密着型サービス運営委員会が８月６日に開催され、選考委員会の選考

結果について審議がなされ、選考された整備事業者の承認がなされました。 

 この報告結果を受けまして、町として、社会福祉法人優秋会設立準備委員会を整備事業

者として最終決定したところであります。 

 つきましては、準備期間に余り余裕のない中、応募いただきました２事業者に対し、お

礼を申し上げる次第でございます。 

 また、決定された整備事業者においては、平成２４年度中の開所を目指し、社会福祉法

人設立の手続や建設に向けての準備をしていただくことになりますが、入居者や家族が安

心して生活できる介護サービスを提供していただける施設となることを期待するものであ

ります。 

 ２件目につきましては、お手元に配付してございます、９月１４日現在の鮮魚取扱高の

状況でございます。 

 それぞれ魚種別ごとにばらつきはありますけれども、最終的には、昨年同期と比較いた

しまして、数量では１０１.２％、若干上回っている状況でございますが、取扱金額につ

きましては、前年比８９.５％となってございます。 

 なお、この中にありまして、特に現時点における秋サケにつきましては、昨年同期と比

べまして、数量、取扱高とともに、昨年同期の約３０％という状況になっているところで

ございます。 

 きょうから安全操業船も出漁いたしましたので、今後の水揚高に期待をするところでご

ざいます。 

 以上、行政報告２件をさせていただきました。 
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 よろしくお願いいたします。ありがとうございました。 

○議長（村山修一君） これで、行政報告は終わりました。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第５ 一般質問 

──────────────────────────────────── 

○議長（村山修一君） 日程第５ 一般質問を行います。 

 順番に発言を許します。 

 ５番坂本志郎君。 

○５番（坂本志郎君） 通告に基づき、一般質問をいたします。 

 質問テーマは３件、１１項目です。 

 初めに、羅臼町の医療、福祉に関してですが、ことしは介護保険制度が始まって１０年

経過の年に当たります。 

 法律に明記された、施行１０年の見直しの実施に向けて、厚生労働省の作業が始まって

います。制度改定の柱とされているのが、地域包括ケアです。 

 羅臼町も新しいまちづくりに向けた重点施策の中で、保険、福祉、医療が連携する地域

包括ケアを推進するとしていますので、今般、見直しをされる介護保険制度の動向は、当

町にとっても重要な意味を持つと思います。 

 それでは、今回の介護保険制度見直しの柱になっている地域包括ケアとはそもそもどの

ようなものでしょうか。定義をお伺いいたします。 

 あわせて、現在、制度改定で検討されている内容は何か、お答えください。 

 次に、当町は地域医療の推進に向けて、老朽化が進み、早急な施設整備が必要として、

保健予防活動や、高齢者福祉施設と有機的に連携できる新診療所を平成２３年度に建設す

るとしています。まず、その建設進行状況をお伺いします。 

 その上で、建物は２３年度にできるようですが、それでは、診療所を稼働させるため、

維持、運営する医師を初めとする医療スタッフの人材確保はどうするのか。現在の固定医

も契約期間は来年の６月までと承知していますが、６月以降の体制について、町民の皆さ

んも大変不安に思っています。 

 私は、前にも申し上げましたが、国保診療所の状況は、いつ休止になってもおかしくな

い、危機的状況に今も置かれていると考えています。その意味では、建物はもちろん大事

ですが、最重要課題は人材の確保にあります。これがないと運営ができません。 

 その上で、２４時間の時間外救急受け入れと、入院病床稼働に必要な条件及び人材確保

をどのように進めていくのか、お伺いします。 

 次に、冒頭、行政報告にもありましたが、小規模特養老人ホームの整備事業が公募で決

まったようですが、その経緯、お話ありましたけれども、選定の理由がよくわかりませ

ん。 

 他の自治体の公募の概要を調べてみると、公募の趣旨、設置及び運営主体、基本的事
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項、応募の手順、選定スケジュール、そして事業者の選定、町あるいは町有地の貸し付け

基準、施設の設備基準、助成制度、施設の運営等々あるようですが、経緯と選定理由及び

施設整備に伴う国、道、当町の補助内容についてお伺いをします。 

 次のテーマですが、子宮頸がんのワクチン接種公費助成についてお伺いします。 

 この質問は２回目になりますが、前回は、ヒブワクチン、肺炎球菌ワクチンとあわせ

て、子宮頸がんワクチンの公費助成について質問したことがあります。 

 この子宮頸がんワクチンについては、全国的にも任意接種のワクチンに助成制度が広が

り、道内でも積極的な取り組みが進んでいます。中でも子宮頸がんワクチンに期待が高

まっていますが、接種費用が高いことが課題となっています。 

 子宮頸がんは子宮の入り口付近にできるがんで、年間約１万５,０００人が発症し、約

３,５００人が死亡しており、２０代、３０代の女性では最もかかりやすいがんと言われ

ています。 

 このがんは、１０代前半に接種をすれば予防効果が高いとされています。ただ、ワクチ

ンは３回接種が必要で、費用も１回約１万５,０００円かかるため、全国各自治体で公費

助成の動きが広がっています。 

 その上で、４点お伺いします。 

 国や道の助成の考え方と、道内自治体の公費助成実施状況、羅臼町の接種対象者該当数

として、小学６年の女子数、それから、中学１年から３年の女子数、そして、羅臼町の子

宮頸がん公費助成実施に対する考え方をお伺いします。 

 次に、当町は、本年３月８日、第１回定例議会において、羅臼町非核平和の町宣言をい

たしました。宣言は次のとおりです。 

 私たち羅臼町民は、美しい自然を誇り、すぐれた町民性を育んできた羅臼町を住みよい

まちに発展させるため、町民のまちの理想郷を町民憲章に定めています。この理想は、政

界平和の実現なくしてはあり得ません。美しい自然を絶やすことなく、郷土の豊かな文化

を守り、世界自然遺産のまちとして、平和と安全な未来を子供たちに引き継ぐことは、羅

臼町の責任と義務であります。 

 羅臼町は、世界の平和と安全、人類の幸福を願い、世界で唯一の被爆国の国民として、

核兵器廃絶、非核三原則の堅持、恒久平和の実現を願い、明るく住みよい幸せな町民生活

を守る決意を表明し、ここに非核平和の町を宣言します。 

 その上で、他の同宣言自治体では、この宣言に基づき、看板の設置や啓発のための事業

を実施しているが、当町の計画や考え方をお伺いし、再質問を留保して、終わります。 

○議長（村山修一君） 町長。 

○町長（脇 紀美夫君） ただいま坂本議員から３件の御質問をいただきました。それぞ

れお答え申し上げたいと思います。 

 まず１件目の、羅臼町の医療、福祉に関して、６点の御質問でございます。 

 まず１点目の、介護保険制度の見直しが進められているが、制度改定の柱とされている
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地域包括ケアの定義とはとの御質問でありますが、社会保障審議会介護保険部会における

地域包括ケア研究会の報告では、地域包括ケアシステムの定義として、ニーズに応じた住

宅が提供されることを基本とした上で、生活上の安全、安心、健康を確保するために、医

療や介護のみならず、福祉サービスを含めたさまざまな生活支援が日常生活の場、いわゆ

る日常生活圏域と言われていますが、日常生活の場で適切に提供できるような地域での体

制と定義されております。 

 地域包括ケア圏域については、おおむね３０分以内に駆けつけられる圏域を理想的な圏

域と定義し、具体的には、中学校区を基本とすると報告されております。 

 ２点目の、制度改定で検討されている内容はとの御質問でございますが、具体的に関係

機関から情報を得ておりませんが、専門誌等の情報によりますと、社会保障審議会介護保

険部会が、平成２４年度の介護保険制度の見直しに向け、基本的論点としては大まかに二

つに分類して検討が行われており、その一つは、サービス体系のあり方と、もう一つは、

持続可能な制度の構築でございます。この２点を、ことしの１１月をめどに取りまとめら

れると聞いております。 

 ３点目の、診療所建設の進行状況と運営に必要な医師の招聘、看護師等の人材確保はと

の御質問でございますが、診療所につきましては、平成２４年４月の開設を目指し、町内

唯一の医療機関の使命として診療を行いながら整備していくこととしております。 

 診療所建設の進行状況につきましては、現在、実施設計の委託を行い、建設費の積算を

行っているところでありますが、スケジュールは、当初予定していたものに比べましてお

くれている状況にあります。 

 当初は、４月に実施設計の委託を行い、９月中に建設費の積算を完了する予定でおりま

したが、建設場所の選定や間取りの決定等に時間を要したことなどから、結果として建設

費の積算が１２月ころまでかかる見込みとなっており、工事の発注につきましても来年１

月ころになる状況にありますが、あくまでも平成２４年４月の開設を目指して整備してい

くこととしております。 

 運営に必要な医師招聘につきましては、さきに議員各位にも御同行いただきました、議

会と町の連名による北海道に対する直接的な要請行動のほか、各関係機関やインターネッ

トを活用した募集、あるいは人的ネットワーク、人脈、さらには議員各位を初めとする町

民有志や院内情報など、さまざまな形で常勤医師３名の招聘に努めているところでありま

す。 

 また、看護師等の人材確保は、特に看護師につきましては、町内に在住する潜在看護師

の活用に向けた情報収集、復職支援の研修や、育児や家庭の事情に配慮したシフトなどを

総合的に調整しながら確保に努めてまいりたいと考えておりますし、その他の医療技術者

につきましても、医療法人や社会医療法人等からの支援なども含め、手塚所長の意向や、

後ほど専決処分や補正予算での上程を予定しておりますが、前診療所長である竹内實先生

に経営アドバイザーとして、特に医師等、医療技術者の確保についての助言をいただきな
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がら、現在取り組んでいるところであります。 

 ４点目の、２４時間救急受け入れと入院病床稼働に必要な条件はとの御質問でございま

すが、２４時間の救急受け入れにつきましても、入院病床の再開につきましても、いずれ

も医師や看護師の夜間勤務体制が整わなければ実現はできないものであると考えておりま

す。 

 特に常勤医師につきましては３名体制が必要となりますが、医師を疲弊させないために

は、土、日の応援体制の確保などにつきましても引き続き継続していかなければならない

ものであります。 

 また、看護師につきましては、今のところ２交代制の夜間２名体制でも、看護師全体で

１３名が必要となると考えております。 

 いずれにいたしましても、医師と看護師のどちらの体制も整わなければ、町民が望んで

いる２４時間の救急受け入れと、入院病床の再開も実現はできないものであることから、

引き続き医師等、医療技術者の確保に向けて努力しているところであります。 

 ５点目の、小規模特養にかかわっての御質問でございます。 

 先ほどの行政報告で申し上げましたが、小規模特別養護老人ホームの整備事業者選定の

経緯につきましては、介護保険事業者選考委員会での審査、選考の後、羅臼町地域密着型

サービス運営委員会において承認がなされ、それを受けて決定をしたところであります。 

 選定の理由はということでありますが、選考委員会において、公募時に提出された申込

書の開設提案書とプレゼンテーションをいただいた上で採点が行われ、得点の高い事業者

が選定されたものであります。 

 今後の建設、稼働のスケジュールでありますが、改築する診療所の建設スケジュールが

固まっていないことから、工事の着工日程は確定しておりません。 

 いずれにいたしましても、現時点では２４年度中の開設を目標に準備を進めてもらうこ

とにしております。 

 ６点目の、小規模特養施設建設に伴う補助内容についてでございますが、補助金につい

ては、北海道からの介護基盤緊急整備等特別対策事業費交付金を整備事業者に交付するこ

とになります。この交付基準額は、施設整備費が３５０万円掛ける定員数２９名でありま

すので、１億１５０万円、施設開所準備経費として６０万円掛ける定員数でありますの

で、１,７４０万円となります。したがいまして、合計で１億１,８９０万円が交付となる

予定でございます。 

 続きまして、２件目の子宮頸がんのワクチン接種についての公費助成に関しまして、４

点の御質問でございます。 

 １点目の、国、道の考え方についてでありますが、助成額や対象年齢など、詳細を考慮

し、来年度、予算化に向け検討していると、国、道、両方の情報を得ているところであり

ます。 

 ２点目の、道内の公費助成の実施状況についてでありますが、６月末現在、道内１７９
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市町村中４１市町村、全体の２３％が公費の助成を決めております。 

 ３点目の、当町の対象年齢の該当者数ですが、現在、小学校６年生の女子は２１名、中

学校１年生から３年生の女子は８６名であります。 

 ４点目の、羅臼町の公費助成に対する考え方についての御質問でございますが、御案内

のとおり、依然厳しい羅臼町の財政状況と、限られた財源であることから、今後、道の補

助制度の推移も見きわめながら検討してまいりたいと考えております。 

 続きまして、３件目の羅臼町の非核平和の町宣言に伴う当町の今後の事業計画について

の御質問でありますが、非核平和宣言の啓発事業としては、塔及び看板等の設置、記念植

樹、パネル展等の啓発事業等が考えられ、町としては、今後、非核平和宣言の懸垂幕の設

置を考えております。また、ソフト事業として、町のホームページや広報誌等を活用し、

町内外に向けた平和についての啓発活動を行ってまいりたいと考えているところでござい

ます。 

 以上でございます。 

○議長（村山修一君） 坂本君。 

○５番（坂本志郎君） 再質問いたします。 

 最初に、非核平和の町宣言にかかる当町の具体的な事業計画ですが、町長部局も既につ

かんでいると思いますけれども、他町では、看板の設置、役場前だとか、あるいは当町で

いうと峯浜、植別の羅臼町に入るところですとか、そういうところに設置するのが適当で

はないかなと私は思っていますが、看板の設置。それから、広報その他でそのことを啓蒙

するのは当然なのですが、他町では、例えば釧路などでも既にやっていますけれども、広

島、長崎大会に代表を２名ないし３名派遣するというような事業ですとか、あるいは、こ

れは羅臼町でもやっていましたでしょうか、公民館等を利用して原爆写真展を行うとか、

こういうような事業が行われています。 

 今、町長のお答えですと、懸垂幕ということですが、懸垂幕は夏の間というか、その時

期だけやることになるのか、年間を通じてはちょっと厳しい。看板については、どのくら

い費用がかかるのか、私、試算しているわけではありませんが、やはり看板の一つくらい

は、一定期間、壊れないで済みますから、ぜひ看板の設置等くらいはやる必要があるので

はないかというふうに思います。そのほか、広島、長崎への派遣ですとか、これは全部結

構な費用がかかってしまいますので、ここら辺は段階的にやっていかれてはいいのではな

いかなというふうに私は思います。 

 看板の設置について、もう一度、町長。 

○議長（村山修一君） 町長。 

○町長（脇 紀美夫君） ただいま坂本議員から、峯浜のところにある啓発塔等々の利用

ということも考えられますけれども、あの看板等につきましては、交通安全協会であると

か、あるいは防犯協会等々の、各町内における団体等がそれぞれ財源を持ち寄って設置し

ているというような経緯もございます。両面なり、あるいは三角柱もありますけれども、
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その空きスペースが利用できるのかどうかも含めながら、今後検討してまいりたいと思い

ますし、看板そのものを町としてこのために本格的に実施するとすれば数百万円かかると

いうようなことでございますので、これについては、財源等の状況もございますので、今

すぐ設置するということには、なかなか決断できる状況にはなっていないということでご

ざいますが、いずれにしても、そういう既存の啓発塔等を活用しながらということは検討

してまいりたいというふうに思ってございます。 

 それから、派遣云々の関係につきましては、御意見として賜っておきたいというふうに

思います。 

○議長（村山修一君） 坂本君。 

○５番（坂本志郎君） 御存じのように、当町には平和宣言のほかに、暴力追放ですと

か、自然の番人とか、もう一つ何かあったと思いますが、それぞれ事業が全部ついていま

したね。そういう方向で、予算を伴いますので、ぜひ前向きな検討をお願いをしたいとい

うふうに思います。 

 次に移ります。 

 次に、子宮頸がんワクチンの公費助成の件です。 

 前回、このワクチンで予防効果が大きいということで、先ほど申し上げましたが、ヒブ

ワクチンであるとか肺炎球菌ワクチンで、子宮頸がんワクチンについて、当町としての助

成をすべきであるということで町長に質問いたしました。その段階では、やはり予算の関

係ということで、そこでは実施というお答えをいただけませんでした。 

 ただ、ここへ来て、全国的にそういうお母さんたちの運動ですとか、あるいはまちの中

での住民運動ですとかということが全国的に広がりまして、町長もお話ししていました

が、国としても、１５０億円、決定ではないですが、一応厚生労働省として予算要求をし

たということになっています。 

 それから、道のほうでも、先日、高橋はるみ知事が、一定額の助成をすると。これはそ

れぞれの自治体のほうで実施をするときに、その分の補助ということになると思うのです

が、流れからいうと、ほぼ、全額かどうかわかりませんけれども、通るのではないかなと

いうふうに、今マスコミのほうでは流されている。道内自治体では４１市町村で実施をし

ているということてずから、結構な割合で一気に実施自治体がふえている。 

 それから、先ほど申し上げましたが、子宮頸がんワクチンは３回接種が必要で、１回に

１万５,０００円ですから、４万５,０００円もかかるということなのです。具体的に各自

治体の公費助成の中身などは、もちろん担当部局はつかんでいると思いますが、全額補助

するところもあれば、２分の１、３分の１というところもあります。それから、年齢につ

いても、１１歳から４５歳とか、対象年齢を広げたりしているところもあります。さまざ

まなのです。 

 羅臼町としてどうするかということなのですが、先ほど該当者のお話をしましたが、言

われているのは、対象年齢は小学校６年から中学校の３年生までが中心なのですね。この
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子供たちにワクチン接種をすると、６割から７割が子宮頸がんの発症を抑えられるという

ふうに言われていまして、尐子化の状況もありますので、若い女性を守るという視点で、

ぜひ子宮頸がんワクチンについてはもう一歩進んだ御返答をいただきたいと思いますが、

いかがでしょうか。 

○議長（村山修一君） 町長。 

○町長（脇 紀美夫君） 今御指摘あったように、この投与によって若い方々の病気の発

症が防げたり、あるいは命にかかわるということであれば、いろいろな事業の中で取捨選

択しなければなりませんけれども、今、国の補助がどうなるのか、道の補助がどうなるの

か、それを見きわめながら、今御指摘のあった小学校６年生から中学校３年生までという

ことでありますので、町民全体の人口から見るとそう大きな数ではございませんので、そ

ういうことも踏まえながら、町としてどれだけの助成ができるのかということについては

前向きに検討してまいりたいというふうに思ってございます。 

○議長（村山修一君） 坂本君。 

○５番（坂本志郎君） おっしゃるとおり、予算がまだ決まっていないということがあり

ますので、そういう答え方、前向きな御発言いただいたということで、次に移りたいと思

います。 

 最初のテーマでお話しした介護保険制度における地域包括ケアです。 

 定義については、町長おっしゃったとおりで、私もそのようにつかんでおりますが、町

長がおっしゃった定義、そのことを伺うというか、この定義を読む限りは、地域包括ケア

の実現は、安心感を持てるというか、そういう内容であるというふうに私は思います。 

 しかし、これを実現するためには、自助、互助による取り組みの推進、支援の検討を進

めることが必要だということが、実はその後についている。 

 検討されている内容の具体的なものですが、町長は大きく論点として、サービス体系の

あり方と持続可能な制度ということで、大枠でお話しされましたが、何点か具体的な中身

で申し上げますと、要支援または要介護１の軽介護者は現行の保険給付から外す、こうい

うことや、軽介護者の家事援助、これはヘルパーさんが行ってやるのですが、調理ですと

か掃除ですとか買い物の手伝い、これも介護保険から外して、見守りや配食などの生活支

援サービスとして実施する方向で検討されています。 

 さらに、現在、介護保険の個人負担は１割なのですが、これを引き上げることや、ケア

プラン作成に利用者負担を導入するというようなことが検討されている。非常に負担が大

きくなるということかなというふうに思います。 

 つまり、住みなれた地域で暮らし続けるには、まず自助、自己責任があり、その次に町

内会やＮＰＯなどのボランティアが生活支援した上で、介護保険サービスを利用しなさい

と、こういう内容になっています。 

 もう１点、医師がそれぞれの家庭に行って診療する、診察するという訪問診療、この在

宅サービスにかかる医師の役割を変更するということも検討されている。どういうことか
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というと、訪問診療については、現在は必要に応じて、医師の判断と患者の状況に応じ

て、１週間に１回行ったり、１０日に１回行ったりということを、ドクターがスケジュー

ル化するわけです。ところが、訪問診療については、開始時、スタートのとき１回、それ

から、急に悪くなったとき、そして見取り、亡くなるとき、これに限定をするという。医

師が果たしている仕事は看護師がやるんだよ、看護師の仕事は介護福祉士がやるんだよと

いう方向が今示されている。要するに、より安いコストで効率的な介護保険制度をつくり

上げようとする計画です。言いかえると、介護保険制度の範囲を狭めて、制度への国の支

出を減らすことにその意図があります。 

 そこでお伺いしますが、このように公的制度の縮小が現在検討されている状況下で、当

町は地域医療の充実に向けて地域包括ケアを推進する計画を持っています。しかし、予測

される新たな負担増は、当町の医療、保健、福祉の連携推進、これに問題が生ずると私は

思いますが、町長はいかがお考えでしょうか。 

○議長（村山修一君） 町長。 

○町長（脇 紀美夫君） 現時点では、今の国の制度、仕組み自体がどう変わってくるの

かということは、詳細はまだ明らかになっていないわけですから、そういう見直しも含め

て検討されているというような状況下にあるわけでありまして、私どもとしては、地域包

括ケアセンターを立ち上げながら今進めているわけでありますけれども、現時点における

医師の確保が、医療技術者の確保ができていないという状況の中にあって、決して私ども

が最終的な目標としているところにまだいっていないということもまた事実でございま

す。 

 したがって、そういうことも含めながら、今後の国の制度、仕組み、これをしっかり見

定めながら、これによって当町の今計画していることがどういう変更をせざるを得ないの

か、あるいはすべきなのか、これについては町長としての考え方もありますでしょうけれ

ども、当然これは医師、あるいは保健師等も含めながら、あるいはそれにかかわっている

いろいろな方々、福祉にかかわっている方々の民間の事業者もおりますので、そういう

方々も総合的な形の中で協議、あるいは相談をしながら、羅臼町としての最終的なあるべ

き姿といいますか、町民が安心して暮らせる、生活できる、そういう保健、福祉、医療、

これをどうするかということは、国の制度の変更いかんによっては、今の我々の計画も見

直しを含めて考えざるを得ないのかなというふうな、現在そういう考えでおりますけれど

も、ただ、具体的にということになりますと、今そういう国の制度がしっかりというか、

はっきりしていない状況でございますので、それ以上については、今のところこの程度で

しかお答えできないということについては御理解いただきたいというふうに思います。 

○議長（村山修一君） 坂本君。 

○５番（坂本志郎君） 今検討されている内容が報道されていますが、過去の事例から見

ますと、検討されている内容はほとんど具体化されています。今私が申し上げたことにつ

いては、そのほとんどはそのような方向で流れると、私自身は確信をしております。 
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 もともとの地域包括ケアの構想には、住みなれた地域で２４時間安心の介護を受けて暮

らしたいという高齢者の願いが含まれています。医療、介護の一体化も、切れ目なくサー

ビスが受けられるという意味で重要なことです。 

 しかし、申し上げたように、今回の改正は、構想全体を貫いているのは、自己責任の押

しつけと介護保険の縮小であり、介護を企業のもうけの場にしていく道でしかありませ

ん。これでは、低所得者を初め多くの高齢者が地域包括ケアの体制から排除される。地域

包括ケアではなく、地域が崩壊する地域崩壊ケアになりかねません。その意味では、だれ

もが安心できる介護を保障し、高齢者の命と人権を守るための真の意味の地域包括ケア、

安心して住み続けられる羅臼町を我々はつくらなければならいということを申し上げて、

次の質問に移ります。 

 ２４時間救急受け入れするためには、最低でも３人の医師が必要だというお話でした。 

 ある医師は、労働条件を考えると、応援も含めてですが、７人くらい必要だよと、２４

時間やるのでは。そんなことを言っていましたけれども、私は、言葉はちょっと悪いかも

れしませんが、今のままで、一本釣りで、一本釣りという言葉はちょっと語弊あるかもし

れませんが、３人の医師確保は困難というか、不可能ではないかというふうに思っていま

す。まして、予防医療とか訪問診療とか地域包括ケアとか含めて、その理念とか考え方

が、個々のお医者さん３人確保したときに、一致するとは考えられません。 

 私は、医師確保の関係ですが、個々の医師へのアプローチは継続しながら、町長がおっ

しゃっていました、インターネットとか何とか、これは継続しながらも、医療法人に条件

を提示して積極的に交渉すべきではないかというふうに考えています。 

 例えばの例ですが、条件です。この間、いろいろ議論をしていましたが、公設民営でや

りたいのです、診療所は新築です、資材及び水道光熱費は町で負担します、これが基本で

す。そして、羅臼町の地域包括ケア実施に協力していただけること、時間外救急受け入

れ、どういう中身かは別にして、これと、入院病棟を稼働すること、この基本条件で該当

しそうな医療法人を調査して、町の意思として交渉するべきと思いますが、町長はどうお

考えでしょうか。 

○議長（村山修一君） 町長。 

○町長（脇 紀美夫君） このことにつきましては、さきの特別委員会等々の議論の中で

も申し上げていたと思いますけれども、私は、病院から診療所にした経緯の中で、医療ス

タッフの安定した確保、加えて、公的病院の役割として、不採算部門が、今おっしゃった

ように、救急も含めてあるわけですから、幾ら頑張ってみても、それは採算の合わないと

ころ、しかし、これは町民の命を守るということではやらなければならないという、公的

なそういう使命を持っているわけですから、そういうことも含めながら考えたときに、一

定の一般会計、町民の理解を得ながら、税金の中から診療所経営に対する負担をしなけれ

ばならないということ、これは理解してもらえると思うのですが、では、それがどれだけ

まで許容ができるのかということは、おのずから限度があるわけでありますから、それは
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毎回申し上げておりますように、我が町の財政状況というのは国に依存している部分が非

常に多いということが現実の財政構造になっているわけですから、そういう点からいきま

すと、医療スタッフの安定的な確保と、しかもできるだけ一般会計に負担をかけないよう

な、赤字を尐なくする、両方をクリアするとなれば、公設公営のままでは、直営のままで

は非常に難しいと。したがって、私としては、そういうことも含めると、公設民営も視野

に入れて考えてまいりたいということは前から申し上げているとおりであります。 

 したがって、このことにつきましては、今回、診療所建設等に当たっても、特別委員会

の議論を通じながら、さらに今、坂本議員からお話のあった公設民営ということについて

も、当然私としてはいろいろと情報もいただきながら、ある意味では接触もしていってい

る状況もございます。まだ今この段階でどうこうということは申し上げる状況にありませ

んけれども、それは十分、今後、診療所、医師確保も含めた中に、公設民営ということも

視野に入れながら検討しているということを御理解いただきたいというふうに思います。 

○議長（村山修一君） 坂本議員。 

○５番（坂本志郎君） 公設民営ということを議会で質問するのは、私、初めてなのです

が、誤解のないように申し上げておきますが、町民にとって命を守ることになる医療イン

フラを、私は民間に軽く渡すということは必ずしも賛成ではありません。ただし、他の自

治体の事例で、そのことを一生懸命やっている医療法人も幾つかあるわけです、その意味

では。そういうことを前提にして申し上げました。ぜひ医師の確保については、今申し上

げたような医療法人に、個々の医師を継続しながら、そこに尐し力をシフトするという

か、条件をきちっと提示をしてやるということが私は大事ではないかと。そうすると、医

療法人は、一定程度の医師は、必要な人数は、出張医も含めて確保してくれます。看護師

も場合によっては確保してくれる。当然のごとく、公設民営ですから、自分で経営を考え

るわけですから、町長がこの間繰り返し言っている、医療にかかる費用の一般会計の支

出、税金からの支出、これも一定程度抑えられるのです。ただし、経営をうまくいかせる

ために、水道光熱費については補償するよとかというようなことも出せば、向こうも受け

入れやすいのではないかなと思うので、ちょっと申し上げました。 

 もう一つ、医師と話していて、なるほどなと思ったことは、私は重要なことだというふ

うに思っていますが、医師や医療法人がそのまちに行くかどうか、そのまちを評価するポ

イントとして、住民の医療に対する意識、評価の問題があります。医師と話をすると、よ

く聞く言葉に、そのまちの住民の医療に対する意識は健診率を見るとよくわかるというふ

うに言われます。健診率が高いまちは住民意識が高いのだと。当然のごとく、医療費も安

く済みます。要するに予防医療の視点ですが、そういうまちに私は勤務したいのだと、医

師がそう言うわけです。 

 それで、私は今議会で、羅臼町の健診率、なかなか行かない、私はメタボ健診の対象湯

になっていますが、受けていませんが、アンケートは出しました。向こうから来ると思う

のですが、そうしたら健診を受けようと思いますけれども、羅臼町の健診率、これを５０
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％にすること、住民の半数が予防健診に参加する。健診というのは二つあります。健康診

断と検査の診断と二つあるのですが、健康診断というふうにとらえていいと思うのです

が、住民の半数が予防健診に参加すること、このことを全町挙げて取り組むことを政策化

してはどうかというふうに思いますが、町長、いかがでしょうか。 

○議長（村山修一君） 町長。 

○町長（脇 紀美夫君） この点につきましては、先般開催された国保運営協議会でも、

非常に各委員さんから議論のあったところでございまして、我が町、他市町村から比べて

非常に健診率が低いということも、これもまた事実でありますけれども、今のメタボ健

診、特定健診ということにつきましては、全国的にも決して当初見込んだような状況に

なっていないと、これもまた事実でありまして、今、国のほうでも、さらにまたその健診

率を高めるべく、いろいろも検討されているということでございますが、我が町として

も、福祉課のほうも含めながら、このことにつきましては、どうやったら健診率が高まる

のかということを、住民の意識というお話ありましたけれども、我が町の産業形態のこと

もありますし、加えて、直接他の町外の医療機関に行って健診を受けているということも

ございますので、必ずしもこの健診率が１００％捕捉されているかというと、なかなか捕

捉されていない部分がありますので、どこまでなのかということも含めながら、今、アン

ケート調査ということも実施するということにしておりますので、これについて、今、坂

本議員おっしゃったとおり、医師がそういうことを勤務していただける条件の中の一つと

して考えているとするならば、なおのこと、この健診率のことについては、今後、時間も

かかるでしょうけれども、向上に向けていろいろな方策、手立てをしてまいりたいという

ふうに考えているところでございます。 

○議長（村山修一君） 坂本君。 

○５番（坂本志郎君） 私、突然唐突に健診率を５０％にすべきだということを申し上げ

ましたが、るるお話ししてきましたけれども、医療をめぐる状況は、羅臼町だけではなく

て、全国、道内含めて厳しいものがあります。行政も担当部局も苦労されていることは十

分承知していますが、羅臼町の医療、すなわち診療所を守るということは、まちを守ると

いうことにつながるわけです。行政任せではなく、町民を巻き込んでの行動提起という意

味で、私は健診率５０％ということを言ったわけです。この行動は、必ず結果を残すと思

うのです。私は、町長の言われる技術的なものはもちろんあるのです、実際にやるとなっ

たら。ほかで受けている人もいるだろうし、いろいろなことがあるわけですが、ただ、地

域医療を守るという１点での協働といいますか、要するにみんなで健診を受けようではな

いかと。町内会、あるいは漁業組合の関係、一般の会社、ここにいらっしゃる幹部の皆さ

ん、我々議員も含めて、それをまち全体として取り組むのだと、号令をかけてやるのだと

いうことを公言をしてやれば、必ず私はプラスになる。保健師が頑張っているんだ、担当

福祉課が計画を出したんだと。これを超えて、この１点での協働をぜひ検討していただき

たいというふうに思います。 
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 次の質問に移ります。 

 小規模の特別養護老人ホームの整備事業です。 

 町長から説明ありましたので、そのようにまず理解をしたい。一定の手続を経てきてい

るわけです。 

 私、質問の中で、施設整備にかかる補助金、あるいは公的貸付金等はどうなっているの

だということを質問しました。総額で１億１,８９０万円の公的資金が導入される。それ

から、町はこの一等地について、５年間無償で貸与するということもあるようですね。こ

れも入ります。業者選定が終了して、その後、日程はまだ定まっていないようですが、平

成２４年度に開設するということだけ決まっているということのようですが、この整備、

開設に当たって、町として、この業者に対して、業者というのは社会福祉法人です。ここ

が建設するわけですから、ここが業者選定をすることになると思うのですが、町としての

留意事項、要するにこういうふうにしてくださいという留意事項について、何点か確認の

意味でお伺いをしておきたいと思います。 

 ちょっと早口で言いますが、ほかの自治体で、こういう事例のときに、福祉法人に対し

て、これを守ってくださいよということが何点かあるのですが、重要なところだけ言いま

す。 

 まず、利用者負担額の軽減ということで、介護保険サービスにかかる利用者負担軽減制

度事業を実施すること。 

 それから、居住費、滞在費、食費の問題ですが、利用しやすい料金設定が大事になりま

す。滞在費、居住費は１日１,９７０円以下であるとか、多床室は日額３２０円以下だと

か、食費については１日１,３８０円以下とか、こういうふうに決めているのです。これ

以上高くならないようにせよということです。 

 それから、医療的ケアの関係でいうと、経管栄養だとか、たんの吸引だとか、点滴など

の医療処置、要するに医師、看護師の配置の充実などをきちっとしなさいということで

す。 

 それから、町民入所率の向上ということで言いますが、例えば２９人の小規模ですが、

うち９５％以上は羅臼町の住民でなければならないのだと、これがないと、知床自然遺産

のまちだということで、釧路や札幌から来るかもしれない。羅臼町の補助施設ですから、

羅臼町の住民が最優先で入らなければいけない。そのために９５％以上の入所率というよ

うなことを言います。 

 それから、重度利用者の重点化というようなことで言いますと、要介護４とか５の重度

介護者、ひとり暮らしの高齢者、要するに特に緊急性の高いと思われる高齢者を積極的に

受け入れなさいと。要介護４及び５の重度要介護者の入所率の目安は７割以上ですよと、

こういうことを決めてやると町と約束しないさいと、こういうことなのです。 

 それから、地域の雇用創出、介護職員については、地域の雇用創出につながるように努

めてくださいと。 
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 それからもう一つ、工事請負契約の締結にかかる順守事項ということで、当然のこと

で、羅臼町の業者を使ってくださいということです、ＪＶ含めて。もちろん、本体工事は

羅臼町のランクでは無理なのかもしれませんが、それ以外のところは基本的に羅臼町の業

者を使ってくれというのは当たり前のことなのです。土地を無償で貸して、１億円からの

補助金を入れるのですから。ただ、気をつけなければいけないのは、私の会社はもともと

決まったところがあるから、そこしか使えないのですと言ってくるかもしれない。断固、

ノーと言うべきです、それについて言えば。 

 このあたりの留意事項、建築については、何かこの辺ではお話し合いされているので

しょうか。 

○議長（村山修一君） 副町長。 

○副町長（鈴木日出男君） 選定までに当たりましては、町長お話ししたとおりでござい

ますが、実施に向けての、ただいま議員申し上げました内容については、逐一、まだ具体

的には話はしておりませんが、当然に地域のことでありますので、お話をしなければなら

ない点、多々あろうかと思いますので、今後詰めてまいりたいというふうに思います。 

 以上です。 

○議長（村山修一君） 坂本君。 

○５番（坂本志郎君） この施設は、町有地を提供して、多額の補助金を投入する町の補

助施設であります。今申し上げたことはほんの一部ですが、町としての条件提示をしっか

りして進めていただきたい。このことを申し上げて、私の一般質問を終わります。 

○議長（村山修一君） これで、坂本議員の質問は終わりました。 

 ここで、１１時１０分まで休憩します。１１時１０分、再開します。 

午前１０時５５分 休憩 

────────────── 

午前１１時１０分 再開 

○議長（村山修一君） 再開します。 

 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 一般質問を続けます。 

 次に、３番髙島讓二君。 

 髙島君。 

○３番（髙島讓二君） 通告に基づき、診療所の改築計画について、診療所の運営及び経

営についての２件について質問をさせていただきます。 

 まずは、１件目の診療所の改築計画についてお聞きいたします。 

 私は以前より、診療所を改築する前に常勤医師３名の確保をすることが本町にとって最

優先課題であると提言してまいりました。 

 また、一刻も早く入院、時間外救急を受け入れできる体制を整え、町民の皆様が安心し

て暮らすことができるまちにすべきと発言してまいりました。このことを前置きにし、診
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療所改築計画について質問させていただきます。 

 現在、診療所改築計画は、基本設計の構想図を町民の皆様にお示しした段階ですが、診

療所が完成となるまでは、実施計画や実施設計や、その他工程のスケジュールが予定され

ていることと思います。完成までの今後のスケジュールはどのように進行していくのか、

お尋ねいたします。 

 診療所の建築費用として、町長はこれまで４億円程度とおっしゃっておられたと思いま

すが、取り壊し費用も含め、当初の試算、４億円程度とする金額にかわりはないのか、お

聞きいたします。 

 加えまして、付随する設備費用、医療機器類についても同様に試算されていると思いま

すが、その金額についてもお聞きいたします。 

 また、改築に当たり、建設工事、取り壊し工事、いろいろな設備の工事があります。工

事の請負、また、機器類の納入や発注につきましては、本町の地元業者、地元企業の育成

を目指す意味においても、また、商工業の振興、活性化することなどを考えますと、本町

にいろいろメリットがあると思います。 

 したがいまして、診療所改築に当たっては、できる部分、できない部分があるとは思い

ますが、可能な限り地元の業者、地元企業に工事、あるいは機器類、物品類の納入の発注

がいただけるよう求められております。このことについて、町長はどのようにお考えか、

伺います。 

 次に、２件目ですが、診療所の運営と経営についてお尋ねいたします。 

 診療所の前々所長であられた本田医師、また、その前の所長、笹尾医師も、所長在任１

年で羅臼を離れられました。お二人の所長は、残念ながら円満に退任されたとは言い難い

やめられ方でした。特にことしの３月に突然診療所を去られた本田医師の場合は、新聞に

も掲載されましたが、診療所所長でありながら、現在、計画進行中の診療所の改築につい

て、行政側から相談を受けておらず、なぜ現場の意見を聞かないのかと不信感を抱かれ、

また、医師住宅の水道管の破裂が２カ月以上復旧しなかったなど、行政との意思疎通に課

題があったと掲載されました。 

 医師の確保が急務であり、最重要課題である本町にとって、所長である本田医師に対す

る事務方、行政のこのような対応の不手際が明るみに出たということにつきましては、ま

ことに遺憾に思っております。診療所事務方及び行政は猛省し、二度とこのようなことが

起こらないようにしていただきたいと思います。 

 そこで伺いますが、医師が働きやすい環境とはどのようなことが必要と考えているの

か、お聞きします。 

 また、町民にとって、つまり患者の立場から、診療所に対し、かかりやすい、利用しや

すい環境というものはどのようなものとお考えか、お聞きします。 

 次に、医療の情報システム、ＩＴ化についてお聞きいたします。 

 医療分野のＩＴ化が進む中、本町の診療所も、将来のビジョンを持った計画的な医療情
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報システムの構築が必要と考えます。電子カルテを中核とした看護支援システム、オーダ

リングシステム、薬局連携システム、臨床検査、画像管理、栄養管理、医事会計などの診

療所内のネットワークシステムがあります。また、医療クラウドコンピューティングシス

テム、遠隔診断支援システム、専門的診療支援や療養支援といった、医療機関同士の、い

わゆる診療所の外に対し、ネットワーク医療システムがあります。 

 診療所内のＩＴネットワーク化は、業務の効率アップ、経費の節減、残業を減らすな

ど、医療現場の環境がよくなり、モチベーションの向上、患者さんからの信頼感がより増

加するなどの利点があります。 

 診療所の外側とのネットワークの利点は、医療機関同士のネットワーク化により、医療

機関がかわっても、つまりカルテや画像、レントゲン写真を持ち歩かなくても取り出せる

医療クラウドなど、カルテなどがほかの病院からも見られる、検査の重複が防げる、専門

医師からのアドバイス、画像診断など、遠隔医療、あるいは遠隔治療を受けられる、イン

ターネットからの受付などにより待ち時間が短くなるなど、いろいろな利点があります。 

 へき地にある本町のような診療所こそ、医療機関同士のシステムのネットワーク化が必

要ではないかと思いますが、町長はどのようにお考えか、お聞きいたします。 

 診療所改築計画を進めるに当たって、診療体制はどうするのか、運営、経営はどのよう

に考えていけばいいのかなどのソフト面が最も大事ではないかと思います。そのソフト面

である診療所の運営、経営の基本計画、基本構想が、いまもって全く我々に示されず、改

築計画が先行していることに、私は大変危惧いたします。本来、箱物の構想図などと同時

に、あるいは先行して基本構想、基本計画を示し、運営、経営、収支の計画案、シミュ

レーションを進められ、町民の皆様にお示しして、御理解いただかなければならないので

はないかと思います。 

 また、医師３名、入院、時間外救急の体制を行った場合、一般会計からの繰入金はどの

程度の金額を想定し、繰り入れできる金額の限度は幾らまでと試算しているのか、お聞き

いたします。 

 以上、１回目の質問を終わります。 

○議長（村山修一君） 町長。 

○町長（脇 紀美夫君） ただいま髙島議員から２件の御質問をいただきました。 

 まず１件目の、診療所の改築計画について、４点の御質問でございます。 

 そのうちの１点目の、今後の診療所改築に向けた設計、工程のスケジュールについての

御質問でありますが、先刻、坂本議員の御質問にも答弁させていただきましたので、重複

する部分もあるかと思いますが、新診療所につきましては、平成２４年４月の開設を目指

し、町内唯一の医療機関の使命として、診療を行いながら整備していくこととしておりま

す。 

 診療所建設の進行状況につきましては、現在、実施設計の委託を行い、建設費の積算を

行っているところでありますが、スケジュールは、当初予定していたものと比べまして、



 

― 21 ― 

おくれている状況にあります。 

 今のところ、建設場所の選定や間取りの決定などに時間を要したことなどから、結果と

して建設費の積算が１２月ころまでかかる見込みとなっており、工事の発注につきまして

は来年１月ころになる状況であり、しかしながら、あくまでも平成２４年度、４月の開設

を目指して整備していくこととしております。 

 ２点目の、町があらかじめ試算していた取り壊しを含む建設費用について、３点目の、

町があらかじめ試算していた医療機器類、設備費の費用についての御質問ですが、それぞ

れ関連がありますので、あわせて答弁をさせていただきます。 

 診療所の建設費用につきましては、現在、実施設計の委託を行い、建設費の積算を行っ

ているところでが、羅臼町第６期総合計画の第２次実施計画におきましては、診療所施設

建設事業として、総事業費６億４,０００万円の計上をさせていただいておりますが、５

月２１日に開催されました診療所建設調査特別委員会におきましては、羅臼国保診療所改

築位置比較検討資料の中で、本体工事費約４億円、解体費約１億円、備品を含まず約５億

円と説明をさせていただいておりますので、差し引きいたしますと１億４,０００万円が

残りの経費となりますが、医療機器類、設備等の備品購入費としましては約１億円、外構

整備費など、その他の費用としまして約４,０００万円となるものであります。 

 いずれにいたしましても、現在、実施設計による建設費の積算、また、医療機器等の備

品購入の積算につきましても行っており、必要な時期に御報告を申し上げたいと考えてお

ります。 

 ４点目の、改築及び設備、機器類の地元業者発注の考え方についての御質問でございま

すが、地元業者への発注につきまして、特に建設工事におきましては、資材調達など、さ

まざまな事業者としてのかかわりがあることから、地域経済への影響が大きいものである

と考えております。また、地域雇用の確保や、地域経済の活性化を図る観点からも、建設

工事ばかりでなく、備品購入などにつきましても、地元業者がかかわれるものは可能な限

り配慮する必要があると考えております。 

 続きまして、２件目の診療所の運営及び経営について、４点の御質問をいただきまし

た。 

 まず１点目の、医師にとって働きやすい環境というものをどのように考えているかとの

御質問でございますが、職場環境では、まず、医師が疲弊しない環境づくり、十分な医療

スタッフの配置と、無理のない勤務体制となっていることや、医師が診療に当たる際に必

要な医療機器など、設備が整っていることが考えられます。 

 また、ここ羅臼町におきましては、住宅環境の充実も大切なことであると考えておりま

す。この点につきましては、第２回定例会に補正予算を計上し、快適な生活ができるよ

う、早急に改善を要する部分について整備を行ったところでありますが、単身赴任の多い

実態なども考慮し、早期に医師住宅の改修、あるいは新築等も含めた整備を進め、診療所

の改築による勤務環境の整備とともに、住宅、生活環境の整備を図ってまいりたいと考え
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ております。 

 ２点目の、町民にとって利用しやすい環境というものをどのように考えているかという

御質問でございますが、診療所施設のハード面と、診療時間など、医療サービス提供とい

うソフト面の充実を図ることと考えております。 

 新診療所の改築におきましては、ハード面では診療所のバリアフリー化があり、外来フ

ロアを１階に集中的に配置するほか、待合室に小上がり等を設けるなど、利用者に配慮し

た設計を取り入れております。 

 また、ソフト面では、医師や医療スタッフの良好な労働環境に配慮しなければなりませ

んが、診療時間や救急対応の拡大や、訪問診療の充実、あるいはリハビリ診療への対応な

ど、医療サービス面での充実も具体的に検討していくこととしております。 

 ３点目の、医療クラウド、ＩＴ化等の医療ネットワーク導入について、どのように考え

ているかとの御質問でございますが、医療クラウドによる医療ネットワークにつきまして

は、電子カルテシステムでは、ユーザー側が独自にソフトを購入する必要はなく、ネット

ワークを通じ、データセンターとアクセスすることにより、センターに保管された患者の

診療データ等を参照することができると聞いております。 

 具体的な利用方法では、訪問診療等の際に、携帯端末を使ってそれらのデータを参照

し、その場で治療経過や診療状況が説明できるメリットや、診療所の医師が他地域の医師

のアドバイスを受ける際にも利用できるなど、遠隔医療を可能にするものであります。 

 こうした医療ネットワークの導入は、質の高い医療サービスの提供に貢献するものと認

識しておりますので、将来的な導入については、医療関係者の意見も十分参考にしてまい

りたいと考えております。 

 ４点目の、改築後の診療所の体制と収支計画等についての御質問でございますが、改築

後の診療所の体制につきましては、現在のところ当初計画のとおり、１９床の入院設備を

持った、休日、夜間対応可能な２４時間救急受け入れのできる体制を考えております。 

 収支計画につきましては、現在作成中でありますが、持続可能な診療所とするため、削

減可能な経費の見直しや、民間への部分的な業務委託のほか、指定管理者制度による診療

所の運営を含め、収支の検討を行っており、お示しできる内容となり次第、診療所建設特

別調査委員会におきまして御報告申し上げたいと考えております。 

 また、一般会計からの繰り入れ可能な金額につきましては、歳入額から負担金等の義務

的経費などの経常的経費を除いた臨時的経費のうち、特定財源以外の限られた一般財源の

中から繰り入れを行わなければならないものでありますので、その財源となる地方交付税

や町税収入などは、国の動向や景気の動向に左右されるものであり、見通しが難しいもの

であること、また、さきに申し上げましたが、診療所の収支計画につきまして、現在作成

中でありますことから、これらの見込みとあわせまして、今後、しかるべき時期に明らか

にしてまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 
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○議長（村山修一君） 髙島君。 

○３番（髙島讓二君） お答えありがとうございます。 

 最初からちょっと質問したいのですけれども、基本構想が６月１０日に広報を通じて示

されていまして、町民の皆様から御意見をいただいて、それぞれの方に返事はされたのか

どうかということと、そのときに、私も６月の議会のときに一般質問でお聞きしたことな

のですが、地下に厨房を設計されているということが、設計上、問題あるのではないかと

いうふうな質問をさせていただきましたが、その後、それについては変更あるのかないの

かということもあわせてお尋ねしたいなと思います。 

○議長（村山修一君） 診療所事務長。 

○診療所事務長（工藤勝利君） 厨房の地下の関係について、今お話あったようなこと

で、２回目の変更の部分で内部の検討、あるいは関係者との検討をし、そして、その部分

については厨房を２階部分に変更しておりますので、御理解をいただきたいというふうに

思います。 

○議長（村山修一君） 髙島君。 

○３番（髙島讓二君） もう一つ、先ほど言いましたように、町民の皆様から意見をいた

だいたわけですが、それに対しての御返事はされたのかどうかということが答弁されてい

ませんけれども。 

○議長（村山修一君） 診療所事務長。 

○診療所事務長（工藤勝利君） 町民からの御意見等いただきました内容につきまして

は、８月２日に、それぞれ御意見をいただきました方々に対して返答してございます。 

 なお、この後、町民全体に周知できるような体制で今考えております。 

 以上です。 

○議長（村山修一君） 髙島君。 

○３番（髙島讓二君） では、先ほどの地下から２階に厨房を移すということなのですけ

れども、その設計に関して、我々はまだ知らされていないのですけれども、それは町民の

方たちにも、こういうふうに変更になったよということはお知らせする予定でしょうか。 

○議長（村山修一君） 診療所事務長。 

○診療所事務長（工藤勝利君） この後、変更部分について、当然のことながら議員各

位、それから町民皆さんにも周知していきたいというふうに考えております。 

○議長（村山修一君） 髙島君。 

○３番（髙島讓二君） わかりました。これから、私は、やっぱり４０年、５０年使って

いく建物なわけですから、町民の方々によく周知していただいて、その中でもまた新たな

問題点が出てこなければいいのですけれども、使い勝手のいい診療所にしていただきたい

なということをお願いしておきます。 

 それで、先ほど町長言われましたけれども、これから実施設計、それから建築費用が納

品されるわけですが、１２月ごろまでにされるということですね。その実施設計というの
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は最終的なものなのかどうなのかということ。 

○議長（村山修一君） 副町長。 

○副町長（鈴木日出男君） これまでに、過去、特別委員会等でいろいろ御説明をさせて

きていただいておりますが、ある程度のことに関しては当局に任せていただかなければ、

その都度、こういうことになりましたというふうにはならないかと思いますので、特別委

員会に示した内容で、今、出来上がったものについては、実施設計のとおり進めてまいり

たいというふうに思っております。 

○議長（村山修一君） 髙島君。 

○３番（髙島讓二君） ぜひ、先ほどの繰り返しになりますが、これから長く使うものに

ついて、慎重につくっていただきたい、設計していただきたいと思います。 

 続きまして、建設費用なのですが、本体工事、それから取り壊し、いろいろ建設にかか

る費用を除いて、１億４,０００万円ですか、設備に充てようというふうなことを言われ

ていましたけれども、これからまたさらに、例えば１億円プラスになるとか、そういうこ

とというのは想像していますでしょうか。 

○議長（村山修一君） 副町長。 

○副町長（鈴木日出男君） これまでも説明をしてきたとおりでございますが、総体経費

約６億円程度というようなことで御説明はさせていただきましたけれども、この後、やは

り診療に当たっていただける先生方の御意見等も聞きながら、この後、医療機器がどう

なっていくのかというようなことは、十分変更は考えられるというふうに思いますので、

その辺は柔軟的に考えてまいりたいというふうに思っております。 

○議長（村山修一君） 髙島君。 

○３番（髙島讓二君） 機器類については、私もどんどんそれは予算の許される限り新し

いものにというふうに思うのですが、建物の、つまり建築関係のほうで、後でいろいろ追

加になるということがやっぱり一番懸念されるわけですよね。ですから、いわゆる本体と

か取り壊し、あるいは周りの付帯設備の工事で、それ以上は、つまり今、４億円ですか、

取り壊し費用とかいろいろで、そっち側のほうの費用がちょっと今懸念しているのです

が、それに対しての費用がかかるということは想像されていませんか。 

○議長（村山修一君） 町長。 

○町長（脇 紀美夫君） 今回の診療所を建設する建設工事費のみならず、今までの公共

事業すべてにおいて言えることでありますけれども、実際の実施設計というもので工事発

注いたしましても、現実の現場対応の中で、当然、実施設計にないもので、こうすべきだ

ということが実際に出てくる場面がありますので、実施設計の変更ということはあり得る

ことでありますので、当然、それは勝手にすることではありませんけれども、それはその

都度、大きなことであれば当然議会にもお諮りしなければなりませんけれども、軽微なこ

とにつきましては、大きな変更がない限り、実施設計変更の中で対応してまいりたいとい

うふうに考えておりますので、御理解をいただければというふうに思います。 
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○議長（村山修一君） 髙島君。 

○３番（髙島讓二君） 私の友人で、現場監督、あるいは建築関係の人間がいるのです

が、彼から聞くと、４億円でつくれといえば４億円でつくるのだと、建築会社は。だけれ

ども、その後で付帯するものが、設備とかいろいろ、後でこれが必要だ、あれが必要だと

いうことで、つまりそこで建設費用が、いろいろ建設会社としても、もうけの部分で、つ

まり後で追加でそういうものが出てくるということだから、それを本当に慎重にチェック

しないと、どんどん膨らんでいくよというふうなアドバイスをいただいたものですから、

それをちょっとつけ加えさせていただきたいなと思います。 

 続きまして、地元業者、それから企業への工事、または物品の発注できるということな

のですが、町長は今、可能な限り配慮するということで、前向きにとらえさせていただい

て、地元が受ければ、それだけいろいろ商工の関係も活性化しますし、そこで税金が、例

えばもうかれば町にも還元されるということで、なるだけ町の、地元の企業をできる限り

使っていただきたいなと思います。 

 続きまして、先ほど医師の待遇、あるいは働きやすい環境といいますか、それを質問さ

せていただいたのですが、町長が言われるように、ハードの部分、つまり疲弊されないよ

うに、人数をふやすとか、それから、医師の住宅の不備だとか、そういうことは今対応し

ているのですが、一つ、ここで私が申し上げたいのは、２００８年の１１月１９日に、羅

臼町医療再生プロジェクトの最終報告書にこういうことが書かれています。 

 医師にとって羅臼が魅力あるまちになれる条件として、１６ページに、頼りになるチー

ムメイト、これは診療所内だと思うのですが、コメディカルがいる。あとは、お医者さ

ん、ありがとうと言ってくれる住民がいる。３番、医師をサポートする行政と議員がい

る。これは、先般、新聞に書かれたことが、再びこういうことが起きるとなると、やっぱ

り幾ら町民が頑張ってもどうしようもないところがありますから、その辺を、やっぱり診

療所の職員、あるいは行政のほうも慎重に先生に対して当たってほしいなと思います。先

生のモチベーションが、つまり羅臼は先生がすごく大事なのだということ、そういう気持

ちでやっていかないと、先生も人間ですから、給料が高いとか安いとかのほかに、やっぱ

り自分がここにとって必要なのかどうかということが一番大きな問題ですから、先生には

そういうことをくれぐれも意思の疎通を図って、先生が長くいてもらうように、モチベー

ションが下がらないようにお願いしたいと思います。それについて、町長、一言お願いし

ます。 

○議長（村山修一君） 町長。 

○町長（脇 紀美夫君） そのことにつきましては、今までも配慮したつもりであります

けれども、配慮が足りないという、一方で先ほど髙嶋議員からの御指摘があった部分も含

めまして、そういうことについては今後とも十分配慮していきたいと思いますし、３人の

先生であれば３人の先生、それぞれの受けとめ方なり価値観も違うわけでありますから、

それはそれとして、当然、その先生がどういう先生なのかも含めながら、個々に対応して
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まいらなければならない、ケース・バイ・ケースで対応していかなければならないという

ふうに思っております。一律に、３人の先生が仮に体制が整ったとしても、先生だからと

いって一括りでどうこうということには決してならない。その先生、個人個人に応じた形

の中の対応をきめ細やかにしていかなければならないというふうに思っているところであ

りますので、私を含め、診療所の事務方も含めながら、そういうことで対応してまいりた

いというふうに思ってございます。 

○議長（村山修一君） 髙島君。 

○３番（髙島讓二君） ぜひそれを徹底していただけるように、診療所の職員もそうです

し、そういうことをみんなが意思統一できるような感じの勉強会なり、反省会なりをやっ

ていただきたいなと思います。 

 もう一方の、患者さんの立場から、先ほど町長はソフト面の充実もおっしゃっていまし

たが、あとはハードでバリアフリーとか、そういうこともやるのだということをおっ

しゃっていただきましたが、例えば一番患者さんと接するのは、看護師さんが一番最初、

窓口の事務もいらっしゃいますが、そこでやっぱり患者さんにできるだけやさしい言葉を

かける、声をかけて、そういうことをケアしてほしいなと思います。または、先生以外で

も、相談に乗ってほしいみたいなところはあるのだと思うのです。そういうこと、つまり

もうちょっと安心できるような対応をぜひお願いしたいなと。 

 また、先生が飛行機の時間でおくれたとか何とかという場合も、ただ患者さんを待合室

に置いておくのではなくて、今こういう状況で先生がおくれているからというような説明

も、やっぱり待っている人に教えるとか、細かいことですが、そういう細かい配慮をもう

ちょっとやってほしいなと思います。 

 それをお願いしまして、次に、医療のＩＴ化について、町長がいろいろ先ほどおっ

しゃっていただきましたが、私は、やっぱりこれからの医療、つまり診療所も、医療のＩ

Ｔ化については、やっぱり極力、どういうことが今、国レベルで行われているかというこ

とを、もっと敏感にいろいろ情報を集めて対応してほしいなと思います。利点はたくさん

あるのだと思います。先生が、こういうへき地ですから、余計そういうネットワークとか

を活用して、医師が足りなくても何とかカバーできるような仕組みをつくってほしいなと

思います。それについて、町長、もう一度お願いします。 

○議長（村山修一君） 町長。 

○町長（脇 紀美夫君） 最初にも御答弁申し上げたと思いますけれども、このことにつ

きましては、それぞれ勤務していただける所長初め医師の先生方の方針等もあるわけであ

りますので、これらについては、十分医療関係者の意見を参考にして対応してまいりたい

と。町長がこういうことでやるのだということに、決して押しつけというか、そういうこ

とにはなかなかいかない現状がありますので、当然、院内の診療行為にかかわることであ

りますので、それらについては十分先生方の意見を参考にしながら進めてまいりたいとい

うふうに思ってございます。 
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○議長（村山修一君） 髙島君。 

○３番（髙島讓二君） 医療のＩＴ化は日進月歩でどんどん進んでいるわけです。まだ表

に見えてこない部分、それから、使い勝手とか、医療クラウドについてもなかなかまだ導

入されていない医療機関が多いのだと思うのですが、これはやっぱり、例えば５年先、１

０年先を見たら、絶対これが常識になってくるわけですよね。先生はいろいろ若い先生、

お年を召した先生がいらっしゃいますから、それについての、つまり今、過渡的なところ

だと思うのですが、大学病院ではほとんどそういうふうなＩＴ化して、先生がパソコンを

打てなくても、インターンの先生とか、そういう先生が、もしくは看護師さんが先生のそ

ばについて、かわりに端末を打つというふうなことを今やっていますので、そういうこと

も一応考慮に入れて、先生たちとお話していただきたいなと思います。 

 これから、そういう意味においては、診療所の中も、ＩＴ化について、例えばあらかじ

めそういうことを想定して、配線とか電気とか、あとはスペースの問題、もしくは職員と

か先生の動線の問題も考慮しながら、それを本当は設計に反映させなければならないと思

うのですが、そのことについて、町長、どのようにお考えでしょうか。 

○議長（村山修一君） 副町長。 

○副町長（鈴木日出男君） 平面図等でお示しをしているかと思いますが、それぞれ内

科、外科の診療施設については、その動線を十分確保もしているというふうに思っており

ますし、ＩＴの関係につきましては、できるだけ配線ができるような体制を引いていきた

いというふうに思っております。 

○議長（村山修一君） 髙島君。 

○３番（髙島讓二君） ぜひ先を見た診療所にしていただきたい。そういうことをやるこ

とによって、やっぱりクオリティ・オブ・ライフ、生活の向上も図れますし、それから、

診療所に対する信頼感も出てくるのだと思います。ぜひそういうことに重点を置いて診療

所の運営に当たっていただきたいとお願いいたします。 

 診療所の体制、それから収支の計画についてなのですが、先ほど町長が、医師３人体制

で、それから２４時間救急、それから入院をやるのだという、力強くおっしゃっていただ

きましたので、私も、いわゆる町民のニーズは絶対そこだなと思いますので、１に先生、

お医者さん、２に先生、３に先生と、つまり先生がいなければこの診療所も始まらないわ

けですから、常勤医師の確保をやっぱり最重要課題としてやっていただきたいと思いま

す。 

 そういう体制になった場合、一般会計から繰入金なのですが、先ほど国の補助とかの問

題もありますが、今までの傾向、それから現在までのことを大体考慮して、具体的にはど

のぐらい、町長としては、ここまで入れる町の財政はちょっときついなというところは、

大体どのぐらいの金額なのでしょうか。 

○議長（村山修一君） 町長。 

○町長（脇 紀美夫君） このことにつきましては、先ほども坂本議員の質問にお答えし
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たと思いますけれども、どのくらいかという金額的なことを尋ねられると、なかなか断定

した形で申し上げられないということは、要するに地方交付税を初め、羅臼町の場合は基

幹産業である水産業の取扱高いかんによって町税の収入も左右されるという、そういう財

政構造になっているわけでありますので、そういうことからいきますと、では一般会計か

らどれだけ入れるのだということにつきましては、今この段階で断定できる状況はない。

ただ、４８床の国保病院を経営していたときに、一つの大きな持ち出した部分があります

ので、それらの結果、累積赤字を生んできたという状況もございますので、そういうこと

も踏まえながら、どこまでが可能なのか、本来であれば財政計画も長期的に立てられれば

一番よろしいのでしょうけれども、なかなかそうはいかないという国の地方財政に対する

仕組み上の問題もございますので、足元も見ながら、あるいは１年か、せいぜい２年先く

らいを、複数年度を、財政運営していく上で見ながらやっていかなければならないという

ことが一つございます。 

 加えて、一般会計の繰り入れの部分でありますけれども、公的診療所、病院として、町

民の命を守るということについては、絶対これはやっていかなければならないというよう

な大きな使命があるわけでありますから、それを補てんするとなったときに、では一般会

計からそれだけ繰り入れた場合に、果たして一般会計自体がどうなるのか。今、財政が、

以前と違って、財政健全化法という法律の中での仕組みになってございますので、それら

を総合的に判断しながらやっていかなければならないということでありますので、議員が

求めているような形で答弁できないことは非常に申しわけないと思いますけれども、そう

いうことをひとつ御理解いただければというふうに思ってございますし、その都度、年

度、年度の予算の段階で、この点についてはある程度明らかにしてまいらなければならな

いというふうに思っているところでございます。 

○議長（村山修一君） 髙島君。 

○３番（髙島讓二君） 本町は、私が議員になるあたりに病院から診療所にかわったわけ

ですが、約３年前ですね。そのときに、財政再建団体になるのではないかと。つまり病院

の財政赤字、不良債務が６億円も７億円にもなったので、町長は盛んに第二の夕張になる

からということで、すごい懸念して、町民全体として大変不安に思ったと思うのですが、

二度とそういうようなことがないように、やっぱりしっかりと財政、収支のシミュレー

ション、計画、それを我々にも早くお示しいただいて、我々もチェックしなければならな

いものですから、そういうことを早目に出していただきたいと思います。それについて、

町長、もう一度。期限が、先ほどなるべく早くというふうに聞いておりますが、大体その

あたりはいつごろめどとして出していただけるのか、その辺をおっしゃってください。 

○議長（村山修一君） 町長。 

○町長（脇 紀美夫君） 繰り返しになってしまいますけれども、収支計画含めて現在策

定中でありますし、今、国の政権が変わった中で、１年経過し、さらには今、菅政権が継

続されることになったわけでありますので、そういう中にあって、地方財政計画、それか
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ら地方交付税の問題等々については、ある程度、概算要求の段階でありますけれども、明

らかになりつつあるということでございますので、それらを踏まえながら、できるだけ早

くと思っていますけれども、これについては一定の国の方針といいますか、年内にそうい

う原案も示されるという状況も踏まえながら、お示しできるかなというふうに思っている

ところでございます。 

○議長（村山修一君） 髙島君。 

○３番（髙島讓二君） 羅臼の至上命題は、やっぱり常勤医師の３人の確保で、なるべく

早く、今、町長が言われたように、時間外救急と入院をやっていただきたいと、町民もそ

れを願っておりますし、それと、やっぱり過去にそういう財政再生団体になるのではない

かということが大きな問題としてありましたので、そのことを慎重に、また、先生の確保

は本当に早くやっていただいて、そういう体制をとっていただくということで、財政収支

のシミュレーションは、計画を早く我々にも示していただきたいということをお願いしま

して、質問を終わらせていただきます。どうもありがとうございました。 

○議長（村山修一君） これで、髙島君の一般質問を終わります。 

 ここで、昼食のため、午後１時まで休憩します。午後１時、再開します。 

午前１１時５４分 休憩 

────────────── 

午後 １時００分 再開 

○議長（村山修一君） 再開します。 

 午前中に引き続き、会議を開きます。 

 次に、２番田中 良君に許します。 

 田中良君。 

○２番（田中 良君） 通告に基づき、４件、５点について御質問申し上げます。 

 １番目に、地域医療について。 

 羅臼町の地域包括ケアの推進で、現在まで取り組まれている施策と、今後の展開をどの

ように考えているのか、町長の考え方をお聞きしたいと思います。 

 続きまして、２点目としまして、それにかかわりまして、保健師と医療スタッフとの現

在取り組まれている連携の状況と、今後の展開についてお聞きしたいと思います。 

 続きまして、２件目、学校の利活用について、教育長に質問したいと思います。 

 統廃合されました飛仁帯小学校、植別小学校の利活用について、現在までどのような検

討がなされていたのか。また、その利活用について、今後、町民の意見をその中に取り入

れる考えはあるのかどうか、お伺いしたいと思います。 

 ３番目に、幼稚園、学校の維持管理について、１点お聞きしたいと思います。 

 現在使用している幼稚園、小学校、中学校の保守管理は計画的に行っていくべきと私は

考えるのですが、将来的な維持管理の計画をどのように考えているのか、お聞きしたいと

思います。 
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 最後になりますが、４番目に、中高一貫教育につきまして、１点お聞きしたいと思いま

す。 

 羅臼町は今、中高一貫教育を進めて、ことしの春、初めて卒業生が卒業されました。そ

れをもとにいたしまして、これまでの経緯と、中高一貫教育について、ソフト面及びハー

ド面において、各施策を展開していると思いますが、今後の推進方策をどのように考えて

いるのか、お尋ねいたしたいと思います。 

 以上、壇上からのことをよろしくお願いいたします。 

○議長（村山修一君） 町長。 

○町長（脇 紀美夫君） ただいま田中議員から４件の御質問をいただきました。 

 １件目の地域医療については私のほうから、２件目、３件目、４件目の教育関係につき

ましては教育長のほうからそれぞれお答えいたします。 

 それでは、１件目の地域医療について、２点の御質問でございます。 

 まず１点目の、羅臼町の地域包括ケアの推進で、現在まで取り組まれている施策と、今

後の展開をどのように考えているのかとの御質問でございます。 

 初めに、現在までの取り組みであります。 

 平成２１年４月、羅臼町における医療、保健、福祉の連携を行い、地域包括ケア体制を

実践していくことを目的に、羅臼町地域包括ケア支援センターを設置いたしました。 

 現在、地域包括ケア会議を月１回開催し、医療と保健、福祉の連携強化を図りながら、

実践できるサービス内容について実施しております。 

 具体的には、在宅ケアの充実に向けての訪問診療、予防活動として、診療所医師を中心

として、ワクチン接種についての勉強会の開催、診療所長と保健師による健康づくり出前

事業の開催などが主な取り組みでございます。 

 また、今後の展開をどのように考えているかとの御質問でございますが、この地域包括

ケア会議を軸に、今後の医療、保健、福祉の各部署の連携を深め、小さなことでも地域住

民に喜ばれるような活動をできることから始めていきたいと考えております。 

 現在、当町における医療は、常勤医師と看護師不足のため、入院及び２４時間救急がで

きない状況にあり、本来の地域包括ケアの重要な活動であります訪問診療等のサービスに

ついても、現行の体制では限界があります。 

 今後、診療所長と協議しながら、新しいサービス体系の構築に向けて検討を進めてまい

ります。 

 ２点目の、保健師と医療スタッフとの連携状況と、今後の展開についての御質問でござ

います。 

 保健師と医療スタッフとの連携の状況でありますが、地域包括ケア会議のほかに、保健

師と医療スタッフの定例会議を開き、診療所の状況、訪問診療や診療所の来診者情報、保

健活動における事案などの情報交換を行っております。また、保健師、町内のケアマネー

ジャー、包括担当保健師による月１回の定例会において、受診介助の必要なケースなどに
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ついて検討を行うケアプラン会議を開催しております。 

 今後の展開については、糖尿病等の未受診者対策について検討しております。御存じの

とおり、糖尿病はコントロールが悪ければさまざまな合併症が起こります。現在、羅臼町

において糖尿病による腎臓疾患で人工透析を受けている方がふえてきております。このよ

うな方をできるだけふやさないような対策として、診療所と協力、連携しながら、糖尿病

患者の病状と生活環境などを把握し、対応をしていきたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（村山修一君） 教育長。 

○教育長（池田栄寿君） 田中議員から３件の御質問をいただきました。 

 １件目は、旧飛仁帯小学校と旧植別小中学校といたしまして、現在までの検討状況と、

利活用について町民の意見を求める考えはないかとのお尋ねであります。 

 町立飛仁帯小学校及び植別小中学校は、本年３月３１日をもちまして閉校をしたところ

でございますが、閉校をするに当たりまして、利活用法や維持管理、補修の問題なども含

め、地域の皆様と総合的に検討することとして、覚書を締結しております。 

 教育委員会といたしまして、この覚書を尊重し、峯浜町内会、海岸町町内会の皆様と、

校舎とグラウンド、教職員住宅について話し合いを重ねてきておりますので、概要につい

て、地域別に申し上げます。 

 最初に、峯浜町町内会についてでありますが、町内会としてアンケート調査を実施した

結果として、校舎及びグラウンド等につきまして提案をいただいております。 

 特にグラウンドにつきましては、芝生のグラウンドとして、芝の管理が確実に行われる

ようにしていただきたいとの要望をいただいているほか、一般のサッカークラブやサッ

カースポーツ尐年団、さらには父母の会などからも、芝生のグラウンドを引き続き練習場

として整備していただくよう強い要望をいただいておりますので、現在も継続しておりま

すが、芝生の生育管理を勘案いたしまして、取り急ぎ、スポーツ振興の観点から、社会体

育施設として活用するため、本定例会において条例改正をお願いしているところでありま

す。 

 次に、海岸町町内会についてでありますが、校舎については老朽化が著しいため、早急

な取り壊しが要望されております。 

 グラウンドにつきましては、教育委員会としての利用計画がありませんので、一般財産

に振りかえを予定しております。町内会からは、多目的運動広場として利用したい旨の意

見をいただいております。 

 教職員住宅につきましては、ほぼ教職員が居住しておりまして、現在、処分する物件は

ありませんが、売却する物件が発生する場合は、海岸町住民を優先してほしいとの要望を

いただいております。 

 これらは、いずれも平成２０年３月に閉校いたしました旧知円別小中学校の処分方法と

同様でございます。 
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 町民に意見を求める考えはないかとのお尋ねでありますが、学校が地域によって支えら

れ、地域のよりどころとして発展してきた経過を考えますと、第一義的には、地域の皆様

の考え方を優先すべきものと考えております。 

 今後、これらいただいた意見をもとに、町長と協議をさせていただきまして、町長よ

り、羅臼町として町内会に方法を示していただければと考えております。 

 ２件目は、幼稚園、学校の維持管理についてであります。 

 現在、幼稚園、各小中学校は、先生方や保護者の皆様の御協力をいただきながら、適切

に管理をしていただいているところでありますが、廊下や教室などの使用頻度の高いとこ

ろはワックスがけなどの手入れが必要なところもありますので、必要箇所を精査しなが

ら、緊急度合いを勘案し、検討してまいります。 

 ３件目は、中高一貫教育の今後の推進方策、目標についてのお尋ねであります。 

 植別中学校が春松中学校に統合となりましたことから、本年度より、羅臼高等学校と羅

臼中学校、春松中学校の２校との中高一貫教育を推進しております。 

 中高一貫教育をスタートして４年目に入りまして、中学校、高等学校とも一巡したこと

になりますので、検証の意味も含めまして、夏休み期間中を利用して、中学校、高等学校

の全教員参加のもと、研修会とフォーラムを開催したところであります。 

 特別活動部会、総合学習部会におきましては、中高一貫教育の目指す成果を着実に積み

上げておりまして、順調に推移しているところでありますが、依然として教科部会の活動

に課題があります。この活動を深化させるような改善が求められておりますので、引き続

き課題解決に向けた取り組みを進めてまいります。 

 また、ハード面におきましては、中高一貫教育を見通した中学校の新設、統合という課

題が残っているところでありますが、尐子化が北海道平均を上回る傾向で推移しておりま

して、現在、校長会とも協議をしながら、望ましい将来の中学校教育のあり方について検

討を行っているところであります。 

 今後、より一層内容の充実した中高一貫教育を推進するためには、平成１８年度の適正

配置計画の内容及び羅臼町第６期総合計画に示されている小学校２校、中学校１校への移

行の方針につきまして、地域住民の意見や声を十分に反映できるような場を設定し、協議

を重ね、結論を得る必要があると考えております。 

 以上でございます。 

○議長（村山修一君） 田中君。 

○２番（田中 良君） どうもありがとうございます。 

 それでは、まず先に、先ほど教育長から飛仁帯小学校、植別小中学校の利活用について

説明を受けました。それにつきまして、２点、お願いしたいと思います。 

 まず１点目に、飛仁帯小学校の場合のケースで今申し上げさせていただきます。先ほど

教育長が説明されたように、土のグラウンドでございます。片方は芝のグラウンドでござ

います。維持管理のほうは芝より土のほうが維持管理の頻度は尐ないと思います。ただ、
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校舎等を見ましても、取り壊しという要望が海岸町、飛仁帯のほうから出ているというお

話を聞きました。それにあわせまして、私も中を見せてもらったときに、かなり使えそう

な部分というのが飛仁帯小学校に残っているような気がします。校舎がすごく立派に使わ

れまして、使い勝手がよさそうな部分が多尐見受けられましたことにつきまして、ぜひそ

の点を、全部の取り壊しではなく、部分的に、そのような形があるのかどうかということ

を聞きたいと思います。 

 ２点目につきましては、植別小中学校の場合ですと、先ほど申しましたように、芝のグ

ラウンドで、すごく利活用に適している部分があります。ぜひ町民の憩いの場所としては

最適な場所かと思われます。芝のグラウンドというのはなかなか尐ないと思いますので、

ぜひ先ほど申したように、スポーツ尐年団とか、そういうところが使われると思うのです

けれども、ただ、サッカースポーツ尐年団だけの例をとられますと、グラウンドに対して

は多尐狭いような気がします。サッカー場として適切な広さはあそこには余りないと思い

ますので、その辺のあたりのグラウンドの拡張とか、いろいろな面があると思われますの

で、その辺、教育長はどのように考えているかが、まず植別のほうの１点でございます。 

 それと、校舎も、実はうちの教育施設の中で、後から建てた一番新しい校舎だと思われ

ます。本校舎につきましては、まだまだ利活用に十分耐えられる、いろいろなことに使え

そうな気がいたしますので、その辺もぜひ町民との、地域の町民の意見は十二分にわかり

ます。ただ、羅臼町では、やっぱり羅臼町民の中でも全体的に見据えたところがあります

ので、教育長の考え方で、全体的にどういうふうにこの施設を動かすかということを、こ

の２点につきましては説明いただきたいと思います。 

○議長（村山修一君） 教育長。 

○教育長（池田栄寿君） 飛仁帯小学校の校舎につきましてのお尋ねが第１点目でござい

ました。使える部分についての活用についてということでございますが、総体的に町内会

とも協議をして、今進めているところでございますので、今後、また町内会のほうとも、

その辺の話があるとすれば、また考えていかなければならないと思いますけれども、全体

的に相当建築年次が古い、しかも耐震化に対応できていないというような校舎の特徴もご

ざいますので、この辺も踏まえて、町内会からの取り壊しの要望というふうに受けとめて

おりますので、このことについても御理解いただきたいというふうに思います。 

 また、植別のグラウンドについてでございますが、御指摘のとおり、サッカー場として

の面積が十分に確保できるものではございませんけれども、現在、サッカーの練習をして

いる部分については、十分に要件は満たしているというようなことで、サッカーのスポー

ツ尐年団等からの御意見もいただいているところでございます。したがいまして、将来、

これを拡張するというようなことではなくて、現状の面積の中で、総合的に憩いの場所と

して御利用いただいたり、また、サッカーの練習場として御利用いただいたりというよう

な意味合いで、社会体育施設としての位置づけを条例改正の中でお願いしているというこ

とでございますので、御理解をいただきたいと思います。 
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 また、校舎の活用につきましても、お答えさせていただきましたとおり、非常に耐震化

に対応した校舎というようなことがございますので、この辺も踏まえての町内会からの要

望をいただいているというようなことがございます。ただ、廃校した校舎の決定につきま

しては、また町長のほうとも十分に協議をしてまいらなければならないこともございます

ので、この辺につきましては、また町長のほうからの答弁をいただければというふうに

思っているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（村山修一君） 町長。 

○町長（脇 紀美夫君） 詳細について教育長から答弁あったかと思いますけれども、海

岸町、そして峯浜町町内会から、それぞれ要望もいただいているところでございますの

で、近々中に、その要望に対して私なりの考え方を示さなければならないというふうに

思っています。したがって、それを示した上で、今後、担当委員会であります総務文教委

員会に御相談申し上げ、最終的に決断してまいりたいというふうに思っているところでご

ざいます。 

○議長（村山修一君） 田中君。 

○２番（田中 良君） ありがとうございます。 

 今、町長からお答えいただきましたので、ぜひ町長には、その点につきまして、１点、

おくみおきをお願いしたいと思います。 

 今、校舎とグラウンドのことについてお話ししました。周りに教職員の施設がございま

す、植別も。十二分に先生に対応する人数分以上に施設が、教員住宅等があります。その

辺の活用の方法も視野に入れて、ひとつよろしく取りはからいをお願いしたいと思いま

す。それはお答えしなくてもいいです。 

 続きまして、２点目の、幼稚園と学校の維持管理について、教育長に再度質問したいと

思います。 

 まず、幼稚園２校につきましては、できてそんなにたっておりません。羅小の幼稚園も

年数はそれほどたっておりません。春松幼稚園につきましては、建てたばかりの立派な施

設でございます。小学校につきましては、春松小学校は建てて本当にまだ真新しい小学校

でございます。ただ、羅臼小学校の場合ですと、建ててからもう１０年ほどたっておりま

す。僕の記憶では１６年近くなるかと思われます。外見上はかなり大きなきれいな学校な

のですけれども、実際に見た感じで、１５年もたちますと、かなり老朽化している部分が

見えてきております。学校並びに学校の周りの施設なりというのは、教育委員会のほうで

管理しなければならない形になっているとお聞きしております。そのことにつきまして、

ぜひ教育長、尐ない予算の中です。町長から予算を、その分、削減、出してもらうのは大

変厳しい部分があるかと思われるのですけれども、学校が壊れた状態に近くなりますと、

そのときやろうと、すごくお金がかかります。春松小学校はできて新しいですから、一、

二年や５年ぐらいの間は、先ほど説明受けたように、ワックスがけ程度で済むかと思われ
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ますが、羅臼小学校の場合は果たしてそれで済むのかどうかということが、何度か小学校

に入らせてもらうと、ちょっと疑問に思われます。特に廊下ばかりでなく、やっぱり外壁

等にも不備が出てきていると思われます。あと、敷地面で、いろいろな対応の仕方が、周

りに不備が出ていると思いますので、予算の中に学校の維持管理分が計上されていないよ

うな気がするのですけれども、その辺のあたりをどの辺の範囲内で見ているか、その２点

を、ちょっと教育長のほうからお答え願えればありがたいと思うのですけれども。 

○議長（村山修一君） 教育長。 

○教育長（池田栄寿君） 学校の補修等につきましては、緊急を要する場合につきまして

はその都度に、また、大規模なものにつきましては計画的にというようなことで補修管理

をさせていただいておりますけれども、御指摘のとおり、羅臼小学校につきましては平成

７年に新築ということで、１５年経過しているというような状況でございまして、やはり

先ほども答弁したとおり、教室の床だとか、また、外構においても一部不適切な部分も出

てきているというような状況も確認しておりますので、これらにつきましては、費用の問

題も相当かかってくるというようなことも予想されておりまして、学校のほうとも今協議

をしておりまして、それらについての計画的な方向性を財政当局と協議をしてまいりたい

というふうなことで考えております。御指摘のとおり、保護者の方々も相当これにつきま

してはいろいろな形で、学校の維持管理ということについての御協力もいただいていると

いうこともございますから、これらにあわせながら、できるところから進めていければと

いうふうに考えております。 

 以上でございます。 

○議長（村山修一君） 田中君。 

○２番（田中 良君） ぜひ幼稚園、小学校のほうは適切な配慮をしながら、今後、維持

管理をぜひお願いしたいと思います。 

 中学校につきましては、余りにも老朽化が進んでおりますので、この場では中学校につ

いての維持管理については説明を求める気はありませんので、その辺は御了承ください。 

 続きまして、中高一貫教育についてなのですけれども、先ほど教育長から答弁いただき

ましたように、ソフト面、ハード面、あわせていただきました。私も学校に携わった経緯

がありまして、ソフト面につきましては、中学校、高校との連携が尐しずつ前向きな形で

進んで、いい結果が出てきて、確かに卒業生の中で国公立に現役で入る子供たちも出てき

ました。 

 その反面、授業のひずみが出てきたように感じている次第でございます。大学に行ける

子供たちと、結果的に学力が伴わない子供たちが入ってくる形になって、学力の格差が、

正直な話、出ているように危惧されます。 

 それにつきまして、まず先生方の形、今、教育長は、今後、中学校につきましては２校

を１校にしようという考え方でおられるということで、総合計画の第６期の中でも１校に

するという形でうたわれております。そういう形を踏まえますと、ぜひまずソフト面で、
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先生方との交流をもう尐し密にできるような形のシフトを教育委員会のほうで考えていた

だきたいなと思います。 

 高校につきましては道の管轄下なので、その辺、なかなか難しい部分があるかと思われ

ますけれども、羅臼町の連合会、連Ｐの中に羅臼高校も入っていますので、ぜひその辺も

加味しながらお願いしたいと思います。 

 もう１点目、教育長にお尋ねしたいところが、ハード面においてなのですけれども、教

育長の計画の中でうたわれている、平成２７年度をめどに、中学校２校を１校にしたいと

いう考え方を持っておられると思うのですけれども、私が考えますに、人口の推移等を考

えていきますと、現在で、大体平成２２年で６,０００人、来年の春、多分６,０００人を

切るのではないかという現状でおります。その施策を見ていきますと、１０年後にはさら

に４,０００人台、さらに１０年先には３,０００人弱ぐらいの人数になるように推移を第

６期では考えているところでございます。 

 そういうことを考えていて、途中で見直しをかける点はありますけれども、子供たちの

総体数を考えますと、現状で申しますと、小中学生で５００名弱、幼稚園の子供たちを入

れても大体７００名弱の推移で今動いております。幼稚園につきましては、許容の３分の

１ちょいぐらいですか、施設に対しての許容率が３５％程度ぐらいしかないと思われま

す。小学校につきましては、ほぼ５０％ぐらいの許容率になっていると思われます。 

 そういうことを考えますと、羅臼小学校の形というのは、人数が尐なくなっても使える

ように、間口を２間口から１間口に変更したり、そういう形でつくられているというふう

に説明を受けております。それとあわせまして、今の春松の学校につきましても、２間口

になっても対応できるような形で設計はされていると思われます。 

 そういうことを踏まえますと、教育長の考え方で、近い、５年、１０年先に、２７年の

年に、果たして新しい中学校を新築しなければならないかという疑問点も出る町民がい

らっしゃると思います。その辺もあわせて、ちょっと教育長の考え方をお聞きしたいと思

います。 

○議長（村山修一君） 教育長。 

○教育長（池田栄寿君） まず第１点目につきましては、教職員の交流というようなこと

で御指摘でございました。 

 ７月に行いました研修会、フォーラムの後に、中学校の先生、高校の先生、全先生同士

の会費制によります交流会を図っておりまして、先生同士の人となりを知られるような、

そういうような交流も深めております。したがって、今後、教科におきましても、また、

個人的な生活面におきましても、中学校の教員と高校の教員同士が声をかけ合って親しく

なれる機会というのがますます拡大してくるだろうというふうに思います。そういうこと

も含めて、中高一貫教育のいわゆる教育的な基盤というのは尐しずつ改善されて、できつ

つあるということで、今後に期待してまいりたいというふうに思っております。 

 次に、学校の規模のお話をされておりました。議員御指摘のとおり、子供たちの推移と
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いうのは、非常に減尐傾向が著しい形になってきております。 

 ちなみに、平成２２年度の母子手帳の発行状況を勘案してみますと、今のところ約３３

名程度の出生になるものというようなことを見込まれておりますし、昨年度は３５名程度

の出生であったと。また、平成２０年度には４６人程度ということで、ここ数年、相当出

生の状況も低下してきているというような状況でございまして、平成１８年当初、この計

画をつくったあたりでは、こういう減尐についてはなかなか見通せなかったというような

現状もございますことから、校長会とも、中学校教育の将来を見据えての懇談をさせてい

ただいております。 

 あわせまして、この懇談の経過を踏まえて、今後、校長会との教育懇談会を開催しなが

ら、具体的な教育委員会としての方向性を町長のほうと協議をさせていただきたいという

ふうに考えているところでございます。確かに子供たちの減尐傾向というのは、昭和６３

年から比較いたしますと、昭和６３年、１,０２３人いた子供たちが、現在は５２％程度

の推移にまで減尐してきている。さらには、御指摘のとおり、平成４０年には人口が４,

０００人程度になるというふうな見込みもあるわけでございますから、学校建設というこ

とになりますと、ある程度のスパンでその推移を見通しながら、効率的かつ合理的な学校

建設に向けた意見を集約してまいらなければならないということも承知しておりますの

で、その辺も踏まえながら、十分に検討、協議を重ねてまいりたいというふうに思ってお

ります。 

 以上でございます。 

○議長（村山修一君） 田中君。 

○２番（田中 良君） ありがとうございます。 

 今、教育長から答弁いただきました。 

 それに関連しまして、１点、町長からお聞きしたいと思います。 

 町長も施策の中で申して、教育長が言っていた、２７年の中学校１校についての着工の

目標で進まれているかと思われます。今、２２年なので、あと５年後になります。その時

点になりますと、羅臼高校も年数がかなり超えてきます。今、高校の場合ですと、４０年

をめどに建てかえ時期に入ってきます。ですから、中学校が２７年に建つと仮定された場

合には、その３年か４年後にまた羅臼高校という話も出てきます。高校も建てかえの時期

に入ってきます。その辺も、町長、考え方の中に入れて、ぜひ建て方についての施策の方

法をひとつ考えていただきたいと思うことを１点、ちょっとお聞きしたいと思います。 

 それとあわせもって、高校の場合ですと、今、途中で極端に人数が減る年が出てきま

す。実は出生の関係で、３年から４年に１回あたりで、実は１間口を切るような中学生の

卒業生が出てくることが、近い将来、二、三年後にもう出てきます。そのときに、高校適

正配置の中に必ず羅臼高校が引っかかってくる年が出てきます。標津高校と同じように、

１間口もしくは廃校という形。これは中高一貫教育をやっていようがやっていまいが、適

正配置の中には何ら配慮されるものではないというふうにお聞きしております。ぜひ、そ
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のためにも町長のお考え方を、その辺、２点、ちょっとお聞きしたいのですけれども、よ

ろしいでしょうか。 

○議長（村山修一君） 町長。 

○町長（脇 紀美夫君） 今お話ありました、中学校の点でありますが、確かにおっしゃ

られるように、この総合計画を策定したのが２００８年ですから、２年前と。さらに、中

学校ということになりますと、目標にしているのは、今後５年後ということになります

と、７年という形になりますね、策定したときから見ると。それと、今、教育長が言った

ように、学校の子供たちの尐子高齢化という部分の中での尐子化というふうなことが、２

年前に想定したよりも、さらに想定した以上に尐子化が進んでいるというような状況もあ

るわけであります。 

 したがって、そういうことを踏まえますと、７年という間の時間差ということがそこに

出てまいりますので、当然、そのことも含めながら、弾力的な形で考えていかなければな

らないと思いますし、今私がここで余り断定した形というのは、来年、改選期でもありま

すので、あくまでも総合計画の範囲の中での話しかできないというふうに思います。 

 もう１点は、今の高校の問題であります。これも道立高校という、それと中学校は町立

ですから、その辺の兼ね合いもありますけれども、これらも含めながら、幅広く、教育関

係者のみならず、全庁的な形の中で協議、あるいは検討していかなければならない大きな

課題であろうと。羅臼町の将来にかかわる、特に学校の教育という部分のハードの部分で

ありますけれども、そういうことも踏まえながら、総合計画は総合計画として弾力的な運

用もあるわけでありますから、そういうことも踏まえながら、田中議員の先ほどの、その

まま中学校１校ということで断定することもないのではないかという御質問、御意見であ

りますので、それも踏まえながらということで、きょうお聞きさせていただきましたの

で、十分参考にしていきたいというふうに思います。 

○議長（村山修一君） 田中君。 

○２番（田中 良君） どうもありがとうございます。 

 来年改選期でありますことも十二分に知って、今お聞きしたわけでございますけれど

も、子供たちの将来のためにも、ぜひベストな状態、羅臼にはやっぱり高校があって、中

学校があって、小学校、幼稚園があって、教育長も昨年の６月に教育指針で聞いたとき

に、羅臼は幼稚園から教育を取り組むのだという話を聞いて、期待しております。特に幼

稚園から始まっての、尐なくとも高校まで入れると１５年間になります。１５年間の教育

の中で、ぜひ羅臼の子供たちの十二分に学力を伸ばしてあげてほしいなと思います。学力

を伸ばす方法はいろいろなこともありますし、あわせもって、スポーツ等とかも整備しな

ければならない。全部やるとすごくお金がかかることなので、ぜひ前向きな検討をお願い

したいと思います。 

 続きまして、１番目に、地域医療について町長から説明いただきました。 

 まず、地域包括ケアにつきましては、まず地域住民が中心になって、それに医療とか福
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祉、保健が加わって、地域包括のシステム図が基本構想で示されております。 

 それで、今回、特に医療について町長に先ほどお聞きしたところ、適切な意見をいただ

きました。 

 それで、まず１点、先にお伺いしたいのは、医療の部分にかかわった部分で、先ほども

町長がおっしゃったように、お医者さんがいて、医療スタッフがいて、保健師さんがいて

という形が整った時点で、羅臼町はそれに取り組んでいくのだというふうに説明を受けた

と感じていますが、それで間違いないでしょうか。 

○議長（村山修一君） 町長。 

○町長（脇 紀美夫君） 基本的なところはそこですけれども、これはこのことに限ら

ず、いろいろな行政各般にわたってのことなのですが、私が言っているのは、目標は目標

としても、できるところからやっていきたいという思いがあります。できるところからと

いうのは、要するに今までは医師がかわれば、その医師がある程度、私は方針としてとい

うか、町民のニーズがそこにあるとすれば、在宅訪問等に行ってくれると。しかし、医師

がかわることによって、そこまでは手が回らないということもありますので、そういう状

況の中では、医師がかわるたびにそういう地域包括ケアがなかなか確立していかないとい

うこともありましたので、今回、今度、医師３人体制という中では、その辺も十分町とし

ての一定の方針も含めながら、当然、これは一方的な形にはなりませんけれども、医師の

理解も求めながら、そういう方向で進めていきたいというふうに思っているところであり

ますので、今、現実にやっているところは、医師１人体制の中で、できるところからやっ

ているということで御理解いただければというふうに思います。 

○議長（村山修一君） 田中君。 

○２番（田中 良君） 今、町長から説明受けたとおり、現状で言えば、お医者さんが１

人で、限られた先生の中で、診療もしながら、ましてや地域の住民のための保健指導もし

なければならないという、大変な労力をしながら、手塚先生は頑張っていらっしゃること

だと思います。 

 そういうことを勘案しますと、私が思うには、保健師さん方が羅臼町にはおられます。

ぜひ保健師さんと医療スタッフというか診療所との連携をもう尐し密にしていただきまし

て、情報の交換をもうちょっと早くというか、もう尐し情報の出し方をきちっと出してい

ただければ、看護師さんが尐ない中でも、保健師さんというのは看護師さんの上の免許を

持って指導している方と承知しているつもりなのですけれども、そういう人方のパワーが

もう尐し地域住民にきちっと伝わっていくのではないかと思われるのですが、町長はどの

ようにその辺のあたりは考えておるでしょう。 

○議長（村山修一君） 町長。 

○町長（脇 紀美夫君） 現在の持てる人的なスタッフの中で、私は、以前から見ると、

医療と保健と福祉の連携はかなり進んでいるというふうに思っているところであります。 

 ただ、情報ということになりますと、その情報が、では一般住民はどこまでわかってい



 

― 40 ― 

ただけるかということは、なかなかその中身によってはプライバシーの問題も出てまいり

ますので、例えば家庭にいて訪問する訪問の対象者であるとか、あるいは病名であるとか

というようなことまでもということになると、なかなかオープンにできない部分もありま

すので、関係者の間では共有していますけれども、一般住民にまでそれをなかなかＰＲと

いうか、できない部分もあると思いますけれども、それは今後、今御指摘の部分について

は、十分検討課題であろうかなというふうに思っていますが、いずれにしても、以前から

見ると、医療と保健と福祉の連携というのは、徐々にではありますけれども、進んでい

る、一生懸命スタッフは頑張っていただいていると私は思っております。 

○議長（村山修一君） 田中君。 

○２番（田中 良君） 私がここの議員にならせてもらってから、ずっといろいろ見させ

ていただいております。連携がかなり強まってきたと思われるのですけれども、まだまだ

縦割りの状態がかなり続いていると思われます。その辺もあわせまして、ぜひ横のつなが

りも職員同士で持てるように、私は町民に病名を開示するとか、そういうのではなく、も

うちょっと地域にやさしく、保健師さんがこういう形でしているということを、逆にぜひ

役場のほうから、保健師さんはこういう形の仕事をするのですよということを一般住民に

知らせていただければ、もっと保健師さんの仕事の内容とか、保健師さん方が携わってい

る部分についてはかなり浸透性があると思うのですけれども、一般町民から見て、羅臼に

は保健師さんがいっぱいいるのに、どんな仕事をしているのだろうと思っている人方もい

らっしゃると思われますので、ぜひその辺のことを、町民が関心ないと言われればそれま

での話なのですけれども、ぜひその辺のＰＲもしながらやっていただきたいと思います。 

 それで、もう一つ、町長にお聞きしたいのは、今、地域包括ケアの支援センターができ

ました。それにつきましては、これを基盤として、今、多分診療所、もしくは医療プロ

ジェクトとの連絡をとりながら、やれるところからやっていこうということで、町長から

説明受けましたので、ぜひ一つ、町長に今聞きたいところは、今は手塚先生１人で頑張っ

ていらっしゃいます。ぜひ手塚先生が来年６月までいらっしゃる間に、もう一つステップ

アップできるような方法ができるかどうかということを手塚先生にお願いしたいと、

ちょっと町長との対話でその辺の導きをしていただきたいなと思うことが１点あります。

それと、ぜひ余り疲労させないように、先生のサポートをきちっとしていただいてほしい

なと思います。 

 それで、今、医者が１人なので、単刀直入に町長にお聞きしたいと思います。町長とし

ては、お医者さんが、今、手塚先生の話でなく、個人の所長先生ではなく、町長は羅臼町

にどのような先生方に来てもらいたいということを考えているか、その辺を、町長の考え

方でひとつお願いしたいと思います。 

○議長（村山修一君） 町長。 

○町長（脇 紀美夫君） 町長の考え方といいますと、あくまでも公人ですから、個人と

いうわけにいきませんので、個人は個人の考え方があったとしても、それは町長としての
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話になりますので、公的にとらえられるというふうに思いますので、それは当然、医療ビ

ジョンの中で、どういう先生が羅臼に来ていただきたいかということも含めて示している

と思いますけれども、私は、やはり今の日本全体の中における医師の顕在化といいます

か、都市と地方の格差というか、そのことを、やっぱり国としてのシステムの問題が一つ

大きくあるのだと思います。したがって、私どもとしては、幾らこういう先生を求めて

も、なかなかそうはいかない部分があるという現状があります。 

 したがって、ここは国として医療政策としてしっかり取り組んでもらわなければならな

いということは、私はいろいろな場面で発信しているわけでありますが、そういうことを

考えたときに、医師もやはり自分の生活の中のライフスタイルもあるわけですから、そう

すると、ずっと永久にと言ったら変ですけれども、ずっとこのまま羅臼にいてほしい、そ

れは一番理想的なことでありますけれども、なかなかそうはいかないというのが現実にあ

ると思います。したがって、安定的にとなれば、ある程度中期的にいていただくというこ

とが一つ必要になってくるのかなと。そうでなければ、患者などとの信頼関係も構築でき

ないだろうというふうに思っていますから、それは行政ということもありますけれども、

これも先ほど来、髙島議員からの質問にもありましたけれども、住民と医師とのかかわり

方、あるいは医師、あるいは病院、診療所をどういう形でみんなで自分たちの診療所とし

て、町民の診療所として守っていくのか、育てていくのかというようなこと、利用の仕方

がどうあるべきかということも、これは私のみならず、町民全体でやっぱり考えていただ

かなければなりませんし、考えていく必要があることであろうというふうに思っておりま

す。 

 以上であります。 

○議長（村山修一君） 田中君。 

○２番（田中 良君） どうもありがとうございます。 

 町長個人の意見ではないということでとらえております。公人としての、今、確かに医

療ビジョンとして、町長から、基本構想なり、今回出されます、この後に出てくる過疎地

のやつも、第６期の総合計画をベースにつくられているということで、十二分に町長とし

ての公人としての気持ちはわかったつもりでおりました。それで今、再度、町長の考え方

を聞かせていただきたいということで、これも最終的に申しますと、やっぱり町長がこの

７年間ずっとおっしゃっておりました、やれるところはみんなでやろうやと、協働のまち

づくりという基本姿勢があくまでも僕はベースになって動いていると思われるので、ぜひ

町民と対話できるような形の行政の仕方をしていただければありがたいと思います。 

 以上をもちまして、私の一般質問を終わらせていただきます。ありがとうございます。 

○議長（村山修一君） これで、一般質問を終わります。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第６ 議案第５１号 羅臼町教育委員会の委員の任命につき同意を 

求めることについて 
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──────────────────────────────────── 

○議長（村山修一君） 日程第１１ 議案第５１号羅臼町教育委員会の委員の任命につき

同意を求めることについてを協議します。 

 提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

○町長（脇 紀美夫君） ただいま上程されました、議案第５１号でございます。 

 人事案件でございますので、私のほうから御説明いたします。 

 ７９ページでございます。 

 羅臼町教育委員会の委員の任命につき同意を求めることについて。 

 羅臼町教育委員会の委員に次の者を任命したいので、地方教育行政の組織及び運営に関

する法律第４条第１項の規定により、議会の同意を求めるものでございます。 

 住所につきましては、北海道目梨郡羅臼町麻生町５６番地３。 

 氏名につきましては、川越優英知氏でございます。 

 生年月日は、昭和２９年９月８日生まれ。 

 任期につきましては、２２年１０月１日から２６年９月３０日まででございます。 

 川越優英知氏につきましては、現在、教育委員として活躍いただいてございまして、本

年３月３０日をもって任期満了になるということでございますが、最適任でございますの

で、再度選任したいということでございますので、満堂の御賛同を賜りますようにお願い

申し上げます。 

 以上でございます。 

○議長（村山修一君） 説明が終わりましたので、質疑を許します。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（村山修一君） これで、質疑を終わります。 

 この採決は、起立によって行います。 

 本件は、これに同意することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（村山修一君） 起立総員です。 

 したがって、日程第６ 議案第５１号羅臼町教育委員会の委員の任命につき同意を求め

ることについては、同意することに決定しました。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第７ 報告第８号 専決処分した事件の承認について 

──────────────────────────────────── 

○議長（村山修一君） 日程第７ 報告第８号専決処分した事件の承認についてを議題と

します。 

 提案理由の説明を求めます。 

 町長。 
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○町長（脇 紀美夫君） ただいま上程されました、専決処分した事件の承認、報告第８

号でございますが、報告第８号から報告第１３号までの報告事項、それから、議案第４４

号、あるいは認定第１号から認定第７号までにつきましては、副町長以下、担当職員をし

て説明いたさせますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

○議長（村山修一君） 副町長。 

○副町長（鈴木日出男君） 議案の１ページをお願いいたします。 

 報告第８号専決処分した事件の承認について。 

 地方自治法第１７９条第１項の規定により、別紙のとおり専決処分したので、報告し、

承認を求めるものでございます。 

 ２ページをお願いいたします。 

 専決処分書。 

 平成２２年度目梨郡羅臼町一般会計補正予算について、地方自治法第１７９条第１項の

規定により、別紙のとおり専決処分する。 

 専決年月日につきましては、平成２２年７月１日でございます。 

 平成２２年度目梨郡羅臼町一般会計補正予算。 

 平成２２年度目梨郡羅臼町の一般会計補正予算は、次に定めるところによる。 

 第１条は、歳入歳出予算の補正でございます。 

 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２００万円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳

入歳出それぞれ３５億２,３５５万３,０００円とする。 

 ２項で、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入

歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」によるものでございます。 

 ４ページをお願いいたします。 

 第１表、歳入歳出予算補正でございます。 

 歳入。 

 １８款１項繰越金、２００万円を追加し、８３７万６,０００円。 

 歳入の合計が３５億２,３５５万３,０００円でございます。 

 歳出でございます。 

 ２款総務費、２００万円を追加し、７億９９０万９,０００円。 

 １項総務管理費、２００万円を追加し、６億７,７２７万９,０００円。 

 歳出合計３５億２,３５５万３,０００円でございます。 

 ６ページをお願いいたします。 

 事項別明細書の説明でございます。 

 歳入。 

 １８款１項１目繰越金、２００万円の追加でございます。歳出財源を繰越金に求めたも

のでございます。 

 ８ページをお願いいたします。 



 

― 44 ― 

 歳出でございます。 

 ２款総務費１項総務管理費１１目企画費、２００万円の追加でございます。 

 説明欄にありますとおり、羅臼町１１０年等の周年記念事業に要した費用でございまし

て、森繁久彌展の会場設営委託、あるいは加藤登紀子ｉｎ羅臼の開催に伴う謝礼、第３９

回羅臼漁り火祭り、花火大会実行委員会の助成に伴いまして、専決処分をいたしたもので

ございます。よろしく承認をお願いいたします。 

○議長（村山修一君） 説明が終わりましたので、質疑を許します。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（村山修一君） これで、質疑を終わります。 

 これから、報告第８号を採決します。 

 この採決は、起立によって行います。 

 報告第８号専決処分した事件は、承認することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（村山修一君） 起立総員です。 

 したがって、日程第７ 報告第８号専決処分した事件の承認については、承認すること

に決定しました。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第８ 報告第９号 専決処分した事件の承認について 

──────────────────────────────────── 

○議長（村山修一君） 日程第８ 報告第９号専決処分した事件の承認についてを議題と

します。 

 提案理由の説明を求めます。 

 診療所事務長。 

○診療所事務長（工藤勝利君） 議案の１０ページをお願いいたします。 

 報告第９号専決処分した事件の承認について。 

 地方自治法第１７９条第１項の規定により、別紙のとおり専決処分したので、報告し、

承認を求めるものでございます。 

 １１ページ。 

 専決処分書。 

 平成２２年度目梨郡羅臼町国民健康保険診療所事業特別会計補正予算について、地方自

治法第１７９条第１項の規定により、別紙のとおり専決処分するものでございます。 

 専決年月日につきましては、平成２２年７月１日でございます。 

 １２ページ。 

 平成２２年度目梨郡羅臼町国民健康保険診療所事業特別会計補正予算。 

 平成２２年度目梨郡羅臼町の国民健康保険診療所事業特別会計補正予算は、次に定める

ところによる。 
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 第１条で、歳入歳出予算の補正でございます。 

 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ４５万円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入

歳出それぞれ２億８,０８９万３,０００円とするものでございます。 

 ２項は、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入

歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」によるものでございます。 

 １３ページをお願いいたします。 

 第１表、歳入歳出予算補正。 

 歳入でございます。 

 ５款１項繰越金、４５万円を追加し、４１６万円。 

 １４ページ。 

 歳出でございます。 

 歳出。 

 １款総務費１項総務管理費、４５万円を追加し、６,４２８万９,０００円となるもので

ございます。 

 １５ページをお願いいたします。 

 事項別明細書により御説明申し上げます。 

 歳入。 

 ５款１項１目繰越金に４５万円を追加するものでございます。内容につきましては、歳

出の補正額の財源を前年度繰越金に求めたものでございます。 

 １７ページをお願いいたします。 

 歳出。 

 １款総務費１項総務管理費１目一般管理費に４５万円を追加するものでございます。 

 内容につきましては、診療所施設管理運営に要する経費を増額するものでございまし

て、４月から６月まで、所長として勤務していただきました竹内實医師を、７月から来年

３月までの９カ月間、経営アドバイザーとして委託するための経費を追加する内容でござ

います。 

 なお、補正予算につきましては、９月７日開催の第４回国保運営協議会に報告し、原案

のとおり承認をいただいていることを申し添えておきたいと思います。 

 以上、よろしくお願い申し上げます。 

○議長（村山修一君） 説明が終わりましたので、質疑を許します。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（村山修一君） これで、質疑を終わります。 

 これから、報告第９号を採決します。 

 この採決は、起立によって行います。 

 報告第９号専決処分した事件は、承認することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 



 

― 46 ― 

○議長（村山修一君） 起立総員です。 

 したがって、日程第８ 報告第９号専決処分した事件の承認については、承認すること

に決定しました。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第９ 報告第１０号 専決処分した事件の承認について 

──────────────────────────────────── 

○議長（村山修一君） 日程第９ 報告第１０号専決処分した事件の承認についてを議題

とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 保健福祉課長。 

○保健福祉課長（渡辺憲爾君） １９ページ、報告書第１０号専決処分した事件の承認に

ついて。 

 地方自治法第１７９条第１項の規定により、別紙のとおり専決処分したので、報告し、

承認を求めるものです。 

 ２０ページです。 

 専決処分書。 

 平成２２年度目梨郡羅臼町国民健康保険事業特別会計補正予算について、地方自治法第

１７９条第１項の規定により、別紙のとおり専決処分する。 

 専決年月日は、平成２２年７月２日です。 

 平成２２年度目梨郡羅臼町国民健康保険事業特別会計補正予算です。 

 平成２２年度目梨郡羅臼町の国民健康保険事業特別会計補正予算は、次に定めるところ

による。 

 第１条は、歳入歳出予算の補正です。 

 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ３９４万５,０００円を追加し、歳入歳出予算

の総額を歳入歳出それぞれ１１億４,７０３万８,０００円とするものです。 

 ２項で、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入

歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」によるとしております。 

 ２２ページ。 

 第１表、歳入歳出予算補正。 

 歳入です。 

 ３款国庫支出金、３９４万５,０００円を追加し、３億２,１１７万３,０００円。 

 ２項国庫補助金、３９４万５,０００円を追加し、２,９４５万７,０００円。 

 歳入合計で１１億４,７０３万８,０００円になるものでございます。 

 歳出です。 

 ２款保健事業費、３９４万５,０００円を追加し、８１４万６,０００円。 

 １項保健事業費、３９４万５,０００円を追加し、５２０万４,０００円。 
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 歳出合計で、１１億４,７０３万８,０００円となるものでございます。 

 ２４ページです。 

 歳入歳出補正予算事項別明細書です。 

 歳入です。 

 ３款国庫支出金２項国庫補助金２目特別調整交付金で、３９４万５,０００円の追加補

正です。国保加入者の特定健診未受診者対策事業が特別調整交付金により全額助成された

ものです。 

 ２６ページです。 

 歳出です。 

 ２款１項保健事業費１目疾病予防費で、３９４万５,０００円の追加です。保健事業に

要する経費であります。１２節役務費の通信運搬費で７７万円、１３節委託料、特定健診

等未受診者調査委託料に３１７万５,０００円の追加です。 

 補正の理由でありますが、平成２０年度から、４０歳以上７５歳未満の国保加入者を対

象に、特定健診、いわゆるメタボ健診と、特定保健指導が実施されました。当町では、平

成２０年度、２１年度とも１１％の受診率にとどまっていることから、特定健診の受診率

向上を図るため、未受診者を把握し、効果的な取り組みを行うためにアンケート調査を実

施したものであります。 

 なお、今回、専決処分させていただく補正予算につきましては、９月７日に開催されま

した国保運営協議会に報告し、承認されましたことを申し添えます。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（村山修一君） 説明が終わりましたので、質疑を許します。ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（村山修一君） これで、質疑を終わります。 

 これから、報告第１０号を採決します。 

 この採決は、起立によって行います。 

 報告第１０号専決処分した事件は、承認することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（村山修一君） 起立総員です。 

 したがって、日程第９ 報告第１０号専決処分した事件の承認については、承認するこ

とに決定しました。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第１０ 報告第１１号 専決処分した事件の承認について 

──────────────────────────────────── 

○議長（村山修一君） 日程第１０ 報告第１１号専決処分した事件の承認についてを議

題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 
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 副町長。 

○副町長（鈴木日出男君） 議案の２８ページをお願いいたします。 

 報告第１１号専決処分した事件の承認について。 

 地方自治法第１７９条第１項の規定により、別紙のとおり専決処分したので、報告し、

承認を求める。 

 ２９ページをお願いいたします。 

 専決処分書。 

 平成２２年度目梨郡羅臼町一般会計補正予算について、地方自治法第１７９条第１項の

規定により、別紙のとおり専決処分する。 

 専決年月日につきましては、平成２２年８月２日付ございます。 

 平成２２年度目梨郡羅臼町一般会計補正予算。 

 平成２２年度目梨郡羅臼町の一般会計補正予算は、次に定めるところによる。 

 第１条は、歳入歳出予算の補正でございます。 

 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ４４万３,０００円を追加し、歳入歳出予算の

総額を歳入歳出それぞれ３５億２,３９９万６,０００円とする。 

 ２項で、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入

歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 ３１ページをお願いいたします。 

 第１表、歳入歳出予算補正でございます。 

 歳入。 

 １８款１項繰越金、４４万３,０００円を追加し、８８１万９,０００円。 

 歳入合計３５億２,３９９万６,０００円でございます。 

 歳出。 

 ３款民生費、４４万３,０００円を追加し、４億５,２５４万１,０００円。 

 １項社会福祉費、４４万３,０００円を追加し、３億５,２３３万３,０００円。 

 歳出合計３５億２,３９９万６,０００円でございます。 

 ３３ページをお願いいたします。 

 事項別明細書の説明でございます。 

 歳入。 

 １８款１項１目繰越金、４４万３,０００円を追加するものでございまして、歳出財源

を前年度繰越金に求めたものでございます。 

 ３５ページをお願いいたします。 

 歳出。 

 ３款民生費１項社会福祉費２目社会福祉施設費、４４万３,０００円の追加でございま

す。 

 老人福祉センターにおきまして、屋外給水管の給水漏れが発見され、早急に対応が必要
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となったため、専決処分させていただきました。 

 承認よろしくお願いいたします。 

○議長（村山修一君） 説明が終わりましたので、質疑を許します。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（村山修一君） これで、質疑を終わります。 

 これから、報告第１１号を採決します。 

 この採決は、起立によって行います。 

 報告第１１号専決処分した事件は、承認することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（村山修一君） 起立総員です。 

 したがって、日程第１０ 報告第１１号専決処分した事件の承認については、承認する

ことに決定しました。 

○議長（村山修一君） ここで、２時２０分まで休憩します。２時２０分、再開します。 

午後 ２時０５分 休憩 

────────────── 

午後 ２時２０分 再開 

○議長（村山修一君） 再開します。 

 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第１１ 議案第４４号 平成２２年度目梨郡羅臼町一般会計補正予算 

──────────────────────────────────── 

○議長（村山修一君） 日程第１１ 議案第４４号平成２２年度目梨郡羅臼町一般会計補

正予算を議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 副町長。 

○副町長（鈴木日出男君） 議案の４１ページをお願いいたします。 

 議案第４４号 平成２２年度目梨郡羅臼町一般会計補正予算。 

 平成２２年度目梨郡羅臼町の一般会計補正予算は、次に定めるところによる。 

 第１条、歳入歳出予算の補正でございます。 

 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ６,６７４万５,０００円を追加し、歳入歳出予

算の総額を歳入歳出それぞれ３５億９,０７４万１,０００円とするものでございます。 

 ２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳

出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 第２条は、地方債の補正でございます。 

 地方債の変更は、「第２表 地方債補正」によるものでございます。 

 ４２ページをお願いいたします。 
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 第１表、歳入歳出予算補正。 

 歳入でございます。 

 １４款道支出金、１７６万２,０００円を減額し、１億３,９２９万６,０００円。 

 ２項道補助金、１７６万２,０００円を減額し、５,５７５万７,０００円。 

 １６款１項寄附金、１,９２０万８,０００円を追加し、２,０６１万８,０００円。 

 １８款１項繰越金、３８１万３,０００円を追加し、１,２６３万２,０００円。 

 １９款諸収入、５４万９,０００円を追加し、３,５１５万８,０００円。 

 ４項雑入、５４万９,０００円を追加し、３,３７８万３,０００円。 

 ２０款１項町債、４,４９３万７,０００円を追加し、２億９,１１３万６,０００円。 

 歳入合計３５億９,０７４万１,０００円。 

 歳出でございます。 

 １款１項議会費、１０万円を追加し、３,０６６万３,０００円。 

 ２款総務費、５,４６４万８,０００円を追加し、７億６,４５５万７,０００円。 

 １項総務管理費、５,３１３万９,０００円を追加し、７億３,０４１万８,０００円。 

 ２項徴税費、５９万８,０００円を追加し、７８０万円。 

 ７項防災費、９１万１,０００円を追加し、７１０万４,０００円。 

 ４款衛生費、１,２９０万円を追加し、５億８,２６８万３,０００円。 

 １項保健衛生費、３０万円を追加し、２億３,００４万６,０００円。 

 ３項清掃費、１,２６０万円を追加し、３億４,５４０万２,０００円 

 ６款１項商工費、１９１万２,０００円を減額し、９,７９９万５,０００円。 

 ８款教育費、１００万９,０００円を追加し、２億４,４３４万１,０００円。 

 ６項保健体育費、１００万９,０００円を追加し、９,５９８万６,０００円。 

 歳出合計３５億９,０７４万１,０００円。 

 ４４ページをお願いいたします。 

 第２表、地方債補正でございます。 

 変更でございまして、起債の目的は、臨時財政対策債。 

 限度額、２億３,８６９万９,０００円を、２億８,３６３万６,０００円に変更するもの

でございまして、４,４９３万７,０００円の増額決定に伴うものでございます。 

 なお、起債の方法、利率、償還の方法については変更ございません。 

 ４５ページをお願いいたします。 

 事項別明細書の説明をいたします。 

 歳入。 

 １４款道支出金２項道補助金３目衛生費道補助金、１５万円の追加でございます。これ

につきましては、エゾシカ個体数の管理駆除に対する道の補助金が追加になったものでご

ざいます。 

 ５目商工費道補助金、１９１万２,０００円の減額でございます。緊急雇用創出事業に
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関しまして、雇用者数の減による経費の減のために減額をいたすところでございます。 

 １６款１項寄附金１目総務費寄附金、８５０万８,０００円の追加でございます。まち

づくり基金に善意の寄附があったものでございまして、知床保全に２件、４２万２１８

円、診療所改築に１１件、６９８万８,０５０円、北方領土返還運動に１件、１０万円、

羅臼町１１０年の記念事業に指定寄附１件、１００万円があったものでございます。 

 ４目の衛生費寄附金、１,０７０万円でございます。水産系廃棄物処理施設、タイヤ

ショベル購入に伴いまして、協議会の関係団体から寄附があったものでございます。羅臼

漁業協同組合から４７０万円、羅臼町水産加工振興協会から６００万円でございます。 

 １８款１項１目繰越金、３８１万３,０００円につきましては、歳出財源の足りない部

分について、繰越金に求めたものでございます。 

 １９款諸収入４項雑入３目雑入、５４万９,０００円の追加でございます。退職手当組

合から還付があったものでございます。 

 ２０款１項町債２目臨時財政対策債、４,４９３万７,０００円につきましては、増額決

定があったものでございます。 

 ４７ページでございます。 

 歳出でございます。 

 １款１項１目議会費、１０万円の追加でございます。緊急的に医師招聘にかかる要請行

動が生じたために、既存予算に不足を生じるため、追加するものでございます。 

 ２款総務費１項総務管理費１目一般管理費、５,２４４万５,０００円の追加でございま

す。 

 １点目は、減債基金積立金４,４９３万７,０００円でございます。これにつきまして

は、臨時財政対策債借り入れに伴う、今後、償還財源に充てるために積み立てるものでご

ざいます。 

 もう１点、知床らうすまちづくりづくり基金積立金、歳入で御説明したとおり、まちづ

くり基金に善意の寄附があった７５０万８,０００円について、積み立てるものでござい

ます。 

 １１目企画費、６９万４,０００円の追加でございます。これにつきましては、東京都

在住の産科医師、竹内正人氏に対し、医師招聘にかかるアドバイザーとして委託するもの

でございます。竹内正人医師につきましては、手塚所長、あるいは竹内實先生と面識があ

るものでございまして、今後、安定した医師招聘、あるいは地域医療の再生のために御尽

力いただけるものと期待をいたしているところでございます。あわせて、財源の内訳の変

更でございます。１００万円を追加するものでございまして、周年記念事業に１件、１０

０万円の寄附金をいただきましたので、財源内訳の変更を行うものでございます。 

 ２項徴税費２目賦課徴収費、５９万８,０００円の追加でございます。これにつきまし

ては、国税との連携を図るために、既存の運用保守業務の委託料の追加、あるいは既存の

システムの改修費用として追加するものでございます。 
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 ７項１目防災費、９１万１,０００円の追加でございます。防災行政無線の野外放送機

器の蓄電が耐用年数を迎えまして、交換が必要となったため、９カ所、交換をするもので

ございます。 

 ４款衛生費１項保健衛生費７目野生鳥獣保護管理費、３０万円の追加でございます。道

のエゾシカ被害防止緊急捕獲事業の制度によりまして、今般、１００頭の捕獲の上積みを

するものでございます。 

 ３項清掃費３目水産系廃棄物処理施設費、１,２６０万円の追加でございます。水産系

廃棄物処理施設のタイヤショベル、１９年も経過をいたしまして、老朽化が進んでいるた

めに購入をするものでございます。これに伴いまして、町の一般財源として１９０万円で

ございます。 

 ６款１項商工費２目商工振興費、１９１万２,０００円の減額でございます。これにつ

きましては、緊急雇用創出事業でございまして、当初、６名の公募をいたしましたとこ

ろ、４名の公募しかなかったということで、２名分の減額をするものでございます。 

 ８款教育費６項保健体育費５目温水プール管理費、１００万９,０００円の追加でござ

います。温水プールにかかる床暖房の漏水、シャワー室のポンプモーターの故障が発見さ

れたために、修繕の追加をするものでございます。 

 １０款１項職員費１目職員給与費、これにつきましては、退職手当組合からの返還金が

ありましたので、財源内訳の変更をするものでございます。 

 以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○議長（村山修一君） 説明が終わりましたので、質疑を許します。質疑ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（村山修一君） これで、質疑を終わります。 

 これから、議案第４４号を採決します。 

 この採決は、起立によって行います。 

 議案第４４号一般会計補正予算は、原案のとおり決定することに賛成の方は起立願いま

す。 

（賛成者起立） 

○議長（村山修一君） 起立総員です。 

 したがって、日程第１１ 議案第４４号平成２２年度目梨郡羅臼町一般会計補正予算

は、原案のとおり可決されました。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第１２ 議案第４５号 平成２２年度目梨郡羅臼町国民健康保険事業 

特別会計補正予算 

──────────────────────────────────── 

○議長（村山修一君） 日程第１２ 議案第４５号平成２２年度目梨郡羅臼町国民健康保

険事業特別会計補正予算を議題とします。 
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 提案理由の説明を求めます。 

 保健福祉課長。 

○保健福祉課長（渡辺憲爾君） ５３ページをお願いします。 

 議案第４５号平成２２年度目梨郡羅臼町国民健康保険事業特別会計補正予算です。 

 平成２２年度目梨郡羅臼町の国民健康保険事業特別会計補正予算は、次に定めるところ

による。 

 第１条は、歳入歳出予算の補正であります。 

 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２,４５９万３,０００円を追加し、歳入歳出予

算の総額を歳入歳出それぞれ１１億７,１６３万１,０００円とする。 

 ２項で、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入

歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」によるとしております。 

 ５４ページです。 

 第１表、歳入歳出予算補正。 

 歳入です。 

 ４款１項療養給付費交付金、２２０万円を追加し、３２０万１,０００円。 

 １０款１項繰越金、２,２３９万３,０００円を追加し、２,２３９万４,０００円 

 歳入合計、２,４５９万３,０００円の追加で、１１億７,１６３万１,０００円となるも

のです。 

 歳出です。 

 １款総務費、２,０００万円を追加し、３,０６３万８,０００円。 

 １項総務管理費、２,０００万円を追加し、２,５７８万６,０００円。 

 ３款保険給付費、４２９万３,０００円を追加し、７億１６０万９,０００円。 

 １項療養諸費、４２９万３,０００円を追加し、６億２,５８１万円。 

 １０款諸支出金１項償還金及び還付加算金、３０万円を追加し、６２万円。 

 歳出合計、２,４５９万３,０００円の追加で、１１億７,１６３万１,０００円となるも

のです。 

 ５６ページ。 

 歳入歳出補正予算事項別明細書。 

 歳入です。 

 ４款１項１目療養給付費交付金１節現年度分の療養給付費交付金に２２０万円を追加す

るものです。退職被保険者等診療給付費が当初予算を上回ることが見込まれており、それ

に伴う交付金の補正です。 

 １０款１項１目繰越金１節前年度繰越金に２,２３９万３,０００円を追加するもので、

歳出財源を前年度繰越金に求めたものであります。 

 ５８ページです。 

 歳出です。 
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 １款総務費１項総務管理費１目一般管理費２５節積立金で２,０００万円の追加です。

国保事業特別会計の財政基盤安定のため、国民健康保険財政調整基金に積み立てをするも

のです。 

 ３款保険給付費１項療養諸費２目退職被保険者等療養費１９節負担金補助及び交付金に

４２９万３,０００円を追加するものです。診療報酬保険者負担金で当初予算を上回る支

出が見込まれ、予算不足となることから、補正するものであります。 

 １０款諸支出金１項償還金及び還付加算金１目一般被保険者保険税還付金２３節償還金

利子及び割引料に３０万円の追加です。一般被保険者保険税の還付金に予算不足が見込ま

れることによるものであります。 

 なお、今回の補正予算につきましては、９月７日に開催されました国保運営協議会に諮

問し、承認されたましたことを申し添えます。 

 以上、よろしくお願いいたします。 

○議長（村山修一君） 説明が終わりましたので、質疑を許します。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（村山修一君） これで、質疑を終わります。 

 これから、議案第４５号を採決します。 

 この採決は、起立によって行います。 

 議案第４５号国保会計補正予算は、原案のとおり決定することに賛成の方は起立願いま

す。 

（賛成者起立） 

○議長（村山修一君） 起立総員です。 

 したがって、日程第１２ 議案第４５号平成２２年度目梨郡羅臼町国民健康保険事業特

別会計補正予算は、原案のとおり可決されました。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第１３ 議案第４６号 平成２２年度目梨郡羅臼町介護保険事業特別 

会計補正予算 

──────────────────────────────────── 

○議長（村山修一君） 日程第１２ 議案第４６号平成２２年度目梨郡羅臼町介護保険事

業特別会計補正予算を議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 保健福祉課長補佐。 

○保健福祉課長補佐（堺 昇司君） 議案の６０ページをお願いいたします。 

 議案第４６号平成２２年度目梨郡羅臼町介護保険事業特別会計補正予算。 

 平成２２年度目梨郡羅臼町の介護保険事業特別会計補正予算は、次に定めるところによ

る。 

 第１条は、歳入歳出予算の補正でございます。 
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 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ５１７万４,０００円を追加し、歳入歳出予算

の総額を歳入歳出それぞれ３億２,１０２万４,０００円とするものでございます。 

 ２項は、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入

歳出予算の金額を、「第１表 歳入歳出予算補正」に定めるものです。 

 ６１ページをお開き願います。 

 第１表、歳入歳出予算補正でございます。 

 歳入です。 

 ４款１項支払基金交付金、２４４万４,０００円を追加し、９,１４０万４,０００円。 

 ８款１項繰越金、２７３万円の追加で、２７３万１,０００円 

 歳入合計、５１７万４,０００円の追加で、３億２,１０２万４,０００円となるもので

ございます。 

 ６２ページ。 

 歳出です。 

 ５款諸支出金１項償還金及び還付加算金、５１７万４,０００円の追加で、５２０万５,

０００円。 

 歳出合計、５１７万４,０００円の追加で、３億２,１０２万４,０００円になるもので

ございます。 

 続きまして、歳入歳出補正予算事項別明細書の御説明をいたします。 

 ６３ページをお願いいたします。。 

 歳入でございます。 

 ４款１項支払基金交付金１目介護給付費交付金２４４万４,０００円の追加ですが、介

護給付費交付金の前年度精算に伴う交付金でございます。 

 ８款１項１目繰越金２７３万円につきましては、平成２１年度決算に伴う国庫負担金等

返還金を前年度繰越金に求めるものでございます。 

 ６５ページ。 

 歳出でございます。 

 ５款諸支出金１項償還金及び還付加算金２目償還金２３節償還金利子及び割引料で５１

７万４,０００円の追加補正でございます。内容につきましては、平成２１年度介護保険

事業特別会計決算に伴いますルール分の国庫負担金等返還金であります。 

 以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○議長（村山修一君） 説明が終わりましたので、質疑を許します。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（村山修一君） これで、質疑を終わります。 

 これから、議案第４６号を採決します。 

 この採決は、起立によって行います。 

 議案第４６号介護保険会計補正予算は、原案のとおり決定することに賛成の方は起立願
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います。 

（賛成者起立） 

○議長（村山修一君） 起立総員です。 

 したがって、日程第１３ 議案第４６号平成２２年度目梨郡羅臼町介護保険事業特別会

計補正予算は、原案のとおり可決されました。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第１４ 議案第４７号 平成２２年度目梨郡羅臼町国民健康保険 

診療所事業特別会計補正予算 

──────────────────────────────────── 

○議長（村山修一君） 日程第１４ 議案第４７号平成２２年度目梨郡羅臼町国民健康保

険診療所事業特別会計補正予算を議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 診療所事務長。 

○診療所事務長（工藤勝利君） ６７ページをお願いいたします。 

 議案第４７号平成２２年度目梨郡羅臼町国民健康保険診療所事業特別会計補正予算でご

ざいます。 

 平成２２年度目梨郡羅臼町の国民健康保険診療所事業特別会計補正予算は、次に定める

ところによるものでございます。 

 第１条は、歳入歳出予算の補正でございます。 

 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ８２万８,０００円を追加し、歳入歳出予算の

総額を歳入歳出それぞれ２億８,１７２万１,０００円とするものでございます。 

 ２項は、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入

歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」によるものでございます。 

 ６８ページをお願いいたします。 

 第１表、歳入歳出予算補正。 

 歳入でございます。 

 ５款１項繰越金、８２万８,０００円を追加し、４９８万８,０００円。 

 歳入合計、８２万８,０００円を追加し、２億８,１７２万１,０００円となるものでご

ざいます。 

 ６９ページ。 

 歳出でございます。 

 １款総務費１項総務管理費、８２万８,０００円を追加し、６,５１１万７,０００円。 

 歳出合計、８２万８,０００円を追加し、２億８,１７２万１,０００円となるものでご

ざいます。 

 次に、詳細につきまして、歳入歳出補正予算事項別明細書により説明させていただきま

す。 
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 ７０ページでございます。 

 歳入。 

 ５款１項１目繰越金に８２万８,０００円を追加するものでございます。内容につきま

しては、歳出の補正額の財源を前年度繰越金に求めるものでございます。 

 ７２ページでございます。 

 歳出。 

 １款総務費１項総務管理費１目一般管理費に８２万８,０００円を追加するものでござ

います。 

 内容につきましては２点ございまして、１点目は、専決処分でも申し上げました、竹内

實先生にかかる経営アドバイザーとしての活動経費が主なものでございまして、７３ペー

ジ、説明欄に記載のとおり、主として医師等、医療技術者の招聘に当たっての面談や打ち

合わせなど、必要となる経費を追加する内容でございます。 

 ２点目は、北海道における医療崩壊に対する再生の取り組みを中心に事業を展開してご

ざいます北海道病院協会への加入する年会費とあわせて８２万８,０００円を追加する内

容でございます。 

 なお、この補正予算につきましては、９月７日に開催の第４回国保運営協議会に諮問

し、原案のとおり答申をいただいておりますので、御報告申し上げます。 

 以上、よろしくお願い申し上げます。 

○議長（村山修一君） 説明が終わりましたので、質疑を許します。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（村山修一君） これで、質疑を終わります。 

 これから、議案第４７号を採決します。 

 この採決は、起立によって行います。 

 議案第４７号診療所会計補正予算は、原案のとおり決定することに賛成の方は起立願い

ます。 

（賛成者起立） 

○議長（村山修一君） 起立総員です。 

 したがって、日程第１４ 議案第４７号平成２２年度目梨郡羅臼町国民健康保険診療所

事業特別会計補正予算は、原案のとおり可決されました。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第１５ 議案第４８号 羅臼町証明手数料徴収条例の一部を改正する 

条例制定について 

──────────────────────────────────── 

○議長（村山修一君） 日程第１５ 議案第４８号羅臼町証明手数料徴収条例の一部を改

正する条例制定についてを議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 
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 町民生活課長。 

○町民生活課長（五十嵐勝彦君） ７４ページをお願いいたします。 

 議案第４８号羅臼町証明手数料徴収条例の一部を改正する条例制定について。 

 羅臼町証明手数料徴収条例の一部を改正する条例を別紙のとおり制定するものでありま

す。 

 ７５ページをお願いいたします。 

 羅臼町証明手数料徴収条例の一部を改正する条例。 

 羅臼町証明手数料徴収条例の一部を次のように改正する。 

 このたびの手数料徴収条例の一部改正につきましては、本年１１月２０日より戸籍事務

が電算化に移行することに伴い、条例一部改正するものでございます。 

 第２条第１項の別表中、「戸籍の謄抄本」を「戸籍に記録されている事項の全部又は一

部を証明した書面の交付」に、「除籍の謄抄本」を「除かれた戸籍に記録されている事項

の全部又は一部を証明した書面の交付」に改めるものでございます。 

 附則として、施行期日、この条例は、平成２２年１１月２０日から施行する。 

 以上でございます。よろしくお願いします。 

○議長（村山修一君） 説明が終わりましたので、質疑を許します。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（村山修一君） これで、質疑を終わります。 

 これから、議案第４８号を採決します。 

 この採決は、起立によって行います。 

 議案第４８号証明手数料徴収条例の一部改正は、原案のとおり決定することに賛成の方

は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（村山修一君） 起立総員です。 

 したがって、日程第１５ 議案第４８号羅臼町証明手数料徴収条例の一部を改正する条

例制定については、原案のとおり可決されました。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第１６ 議案第４９号 羅臼町営体育館施設等設置条例の一部を改 

正する条例制定について 

──────────────────────────────────── 

○議長（村山修一君） 日程第１６ 議案第４９号羅臼町営体育館施設等設置条例の一部

を改正する条例制定についてを議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 社会教育課長。 

○社会教育課長（中田 靖君） ７６ページをお願いいたします。 

 議案第４９号羅臼町営体育施設等設置条例の一部を改正する条例制定について。 
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 羅臼町営体育施設等設置条例の一部を改正する条例を別紙のとおり制定する。 

 ７７ページをお願いいたします。 

 羅臼町営体育施設等設置条例の一部を改正する条例。 

 羅臼町営体育施設等設置条例の一部を次のように改正する。 

 今回の改正は、旧植別小中学校のグラウンドにつきまして、スポーツ活動と住民のさま

ざまな活動に利用していただこうということから、羅臼町営峯浜緑地広場として社会体育

施設に位置づけ、使用料を設定し、当該施設の管理及び使用について明確にすることとあ

わせまして、町営テニスコートについて、より利用しやすいように、団体の使用区分並び

にその使用料を改めるものでございます。 

 改正の内容につきましては、別紙の参考資料、２ページ、３ページの新旧対照表を御参

照願います。 

 第３条に次の１号を加える。 

 第７号としまして、羅臼町営峯浜緑地広場、所在地は、羅臼町峯浜町３０７番地１でご

ざいます。 

 第８条は、使用料を設定しているものでございますが、第８条第１項中、「別表第６」

を「別表第７」に改める。 

 第８条第１項中の別表第３、羅臼町営テニスコートの使用区分のうち、一般団体につい

て、「１０人以上」とあるものを「５人以上」に改め、これに伴って、午前又は午後の半

日の使用料を「６８０円」から「３４０円」に、１日の使用料を「１,３６０円」から

「６８０円」に改めるものでございます。 

 第８条第１項の別表第６の次に、羅臼町営峯浜緑地広場の使用料を定める別表第７を加

えるもので、一般個人の使用料を午前又は午後の半日については１３０円、１日は２６０

円に、一般団体５人以上の使用料を、午前又は午後の半日につきましては３４０円、１日

について６８０円に、また、収益を目的として使用するときは、個人、団体ともに、午前

又は午後の半日については６,８２０円、１日の場合は１万３,６４０円と定めるものであ

ります。 

 附則としまして、施行期日ですが、この条例は、平成２２年１０月１日より施行するも

のでございます。 

 以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○議長（村山修一君） 説明が終わりましたので、質疑を許します。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（村山修一君） これで、質疑を終わります。 

 これから、議案第４９号を採決します。 

 この採決は、起立によって行います。 

 議案第４９号体育施設等設置条例の一部改正は、原案のとおり決定することに賛成の方

は起立願います。 
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（賛成者起立） 

○議長（村山修一君） 起立総員です。 

 したがって、日程第１６ 議案第４９号羅臼町営体育施設等設置条例の一部を改正する

条例制定については、原案のとおり可決されました。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第１７ 議案第５０号 羅臼町過疎地域自立促進市町村計画について 

──────────────────────────────────── 

○議長（村山修一君） 日程第１７ 議案第５０号羅臼町過疎地域自立促進市町村計画に

ついてを議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 総務企画財政課長。 

○総務企画財政課長（寺澤哲也君） それでは、議案の７８ページをお願いいたします。 

 議案第５０号羅臼町過疎地域自立促進市町村計画について。 

 羅臼町過疎地域自立促進市町村計画を別紙のとおり定めるため、過疎地域自立促進特別

措置法第６条第１項の規定に基づき、議会の議決を求めるものであります。 

 今回提案の計画につきましては、平成２２年４月１日に一部改正されました過疎地域自

立促進特別措置法により、当町が過疎地域として指定されたことに伴い、策定するもので

あります。 

 この過疎計画の期間につきましては、平成２２年度から平成２７年度までの６カ年計画

であり、羅臼町第６期総合計画の基本構想及び基本計画をあわせた計画で、計画内容は羅

臼町第６期総合計画をそのまま踏襲した計画となっております。 

 なお、この計画の北海道との協議は、平成２２年８月３０日に終了しております。 

 それでは、計画の基本構想の内容について、参考資料で御説明いたしますので、参考資

料の４ページ、資料３の計画の概要をお願いいたします。 

 まず、ここには計画の名称及び策定の根拠等、計画の策定概要を載せております。 

 ５ページをお願いいたします。 

 ここには、羅臼町における特に重要と考える課題を亓つ示しております。 

 一つ目は、世界自然遺産のまちとして恥ずることのない環境と共生するまちづくりであ

ります。 

 二つ目が、水産業を軸とした産業の創造であります。 

 三つ目は、羅臼町の特性を生かし、そして他の地域との差別化を図るらうすスタイルの

創造であります。 

 四つ目は、地域医療の充実と社会福祉の創造で、診療所を核とした保健、福祉、医療が

連携した社会の創造であります。 

 そして亓つ目に、自立と個性ある地域社会の創造であります。 

 次に、このような現状を踏まえ、まちづくりの目標を示しております。 
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 目標及び将来のテーマにつきましては、第６期総合計画と同じ、さまざまな時代の潮流

と地域の特性を踏まえ、人・まち・自然いきいき知床新時代、サブタイトルを魚の城下町

羅臼と設定いたしました。 

 また、まちづくりの基本方針でありますが、これも第６期総合計画と同じ、町民ととも

につくり上げる協働のまちづくりを基本方針としております。 

 次に、６ページをお願いいたします。 

 まちづくりに向けた施策の基本方向を示しております。 

 基本方向は、四つのカテゴリーに分類しております。 

 一つ目は、産業に関する施策であります。世界遺産知床の自然と共生する活力ある産業

のまちづくり。 

 二つ目は、暮らしに関する施策であります。心豊かで生きがいに満ちたまちづくり。 

 三つ目は、福祉に関する施策であります。ぬくもりあふれる福祉のまちづくり。 

 四つ目は、教育に関する施策であります。心を育み、あすへとはばたくまちづくりであ

ります。 

 以上、四つの基本方向を示し、それぞれの領域における推進施策の進むべき方向につい

て示しております。 

 次に、このような事業群の中でも、特に６カ年において重要と思われる重点施策につい

て特筆したのが、７ページの新しいまちづくりに向けた重点施策の展開であります。 

 今後６カ年、特に重要となる亓つの施策を抽出しております。 

 第１に、保健、福祉、医療が有機的に連携し、持続可能な医療体制を確保するための体

制づくりを目指す地域医療の推進であります。 

 第２に、基幹産業である漁業の振興でありまして、環境基盤整備はもとより、特に今後

は水産業を軸とした他の関連産業との連携の中、地域内における経済循環のシステムづく

りに重点を置いた漁業振興であります。 

 第３に、海洋深層水事業であります。海洋深層水を利用して、徹底した衛生管理を行

い、羅臼の水産商品はおいしい、安全、安心であるという、知床らうす深層水ブランドの

確立を目指します。 

 第４に、世界自然遺産事業であります。環境基本条例に基づき、環境基本計画を策定

し、真の世界自然遺産のまち羅臼を目指します。 

 第５に、中学校改築事業であります。尐子化の進行に伴う児童数の減尐を踏まえ、学校

適正化計画に基づき、中学校校舎を２７年度を目標年次として改築の方向を模索してまい

ります。 

 次に、７ページから１２ページまでは、ただいま御説明いたしました計画の基本構想に

おける施策の方向を受けまして、具体の分類に対しての現状及び課題、問題点を整理し、

それに伴う主要な対策と計画の概要を記載しております。後ほどお目通し願います。 

 以上、羅臼町過疎地域自立促進市町村計画を簡略に御説明いたしました。よろしくお願
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いいたします。 

○議長（村山修一君） 説明が終わりましたので、質疑を許します。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（村山修一君） これで、質疑を終わります。 

 これから、議案第５０号を採決します。 

 この採決は、起立によって行います。 

 議案第５０号過疎地域自立促進市町村計画は、原案のとおり決定することに賛成の方は

起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（村山修一君） 起立総員です。 

 したがって、日程第１７ 議案第５０号羅臼町過疎地域自立促進市町村計画について

は、原案のとおり可決されました。 

──────────────────────────────────── 

    ◎日程第１８ 認定第 １号 平成２１年度目梨郡羅臼町一般会計歳 

入歳出決算認定について 

    ◎日程第１９ 認定第 ２号 平成２１年度目梨郡羅臼町国民健康保 

険事業特別会計歳入歳出決算認定につ 

いて 

    ◎日程第２０ 認定第 ３号 平成２１年度目梨郡羅臼町介護保険事 

業特別会計歳入歳出決算認定について 

    ◎日程第２１ 認定第 ４号 平成２１年度目梨郡羅臼町老人保健事 

業特別会計歳入歳出決算認定について 

    ◎日程第２２ 認定第 ５号 平成２１年度目梨郡羅臼町後期高齢者 

医療事業特別会計歳入歳出決算認定に 

ついて 

    ◎日程第２３ 認定第 ６号 平成２１年度目梨郡羅臼町国民健康保 

険診療所事業特別会計歳入歳出決算認 

定について 

    ◎日程第２４ 認定第 ７号 平成２１年度目梨郡羅臼町水道事業会計 

歳入歳出決算認定について 

    ◎日程第２５ 報告第１２号 平成２１年度決算に基づく健全化判断比 

率の報告について 

    ◎日程第２６ 報告第１３号 平成２１年度決算に基づく資金不足比率 

の報告について 

──────────────────────────────────── 

○議長（村山修一君） 日程第１８ 認定第１号平成２１年度目梨郡羅臼町一般会計歳入
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歳出決算認定から、日程第２４ 認定第７号平成２１年度目梨郡羅臼町水道事業会計歳入

歳出決算認定及び日程第２５ 報告第１２号平成２１年度決算に基づく健全化判断比率の

報告、日程第２６ 報告第１３号平成２１年度決算に基づく資金不足比率の報告について

の９件を一括議題とします。 

 この説明に当たっては、議員さん方から了承いただいておりますので、総括表で簡単明

瞭に説明を願います。 

 提案理由の説明を求めます。 

 副町長。 

○議長（村山修一君） 副町長。 

○副町長（鈴木日出男君） ただいま一括上程されました９件のうち、議案８０ページの

認定第１号から認定第７号までにつきましては、各会計の歳入歳出決算を別冊のとおり監

査委員の意見をつけて認定に付するわけでございますが、ただいま議長からお話がありま

したとおり、参考資料の平成２１年度目梨郡羅臼町各会計歳入歳出決算総括表について説

明をさせていただきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 なお、決算数値につきましては、収入済額、不納欠損額、収入未済額、支出済額、翌年

度繰越額、歳入歳出差引残額のみとさせていただきたいと思いますので、よろしくお願い

いたします。 

 参考資料の１３ページをお願いいたします。 

 平成２１年度目梨郡羅臼町各会計歳入歳出決算総括表。 

 認定第１号の一般会計でございます。 

 収入済額３９億３,７５３万６,６５２円、不納欠損額５２３万４,８０１円、収入未済

額２億３,７９７万２,０１１円、支出済額３８億４,１８０万８９３円、翌年度繰越額１

億２,５２７万９,０００円、歳入歳出差引残額９,５７３万５,７５９円の黒字でございま

す。 

 認定第２号の国民健康保険事業特別会計でございます。 

 収入済額１１億９,３５６万５,９３９円、不納欠損額１,５１４万１,１１７円、収入未

済額２億６,３１７万３７１円、支出済額１１億５,８８２万１,９８４円、歳入歳出差引

残額３,４７４万３,９５５円の黒字でございます。 

 認定第３号の介護保険事業特別会計でございます。 

 収入済額３億１,２４３万８,６９９円、収入未済額７２３万７,６００円、支出済額３

億１８９万９,０６９円、歳入歳出差引残額１,０５３万９,６３０円の黒字でございま

す。 

 認定第４号老人保健事業特別会計。 

 収入済額２９６万１,８３２円、支出済額１８９万６,６６５円、歳入歳出差引残額１０

６万５,１６７円の黒字でございます。 

 認定第５号後期高齢者医療事業特別会計。 
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 収入済額４,５０４万１,１７８円、収入未済額２７万４,５００円、支出済額４,４９４

万５,２７８円、歳入歳出差引残額９万５,９００円の黒字でございます。 

 認定第６号国民健康保険診療所事業特別会計。 

 収入済額２億５,７６１万２,０１６２円、収入未済額２８９万７,６４６円、支出済額

２億５,２３２万３,７０７円、歳入歳出差引残額５２８万８,３０９円でございます。 

 なお、合計につきましては、それぞれ会計の性格が違いますので、省略をさせていただ

きたいと思います。 

 １４ページをお願いいたします。 

 水道事業会計でございます。認定第７号でございます。 

 収益的収入及び支出。決算額２億６,０１４万８,３９３円、支出決算額２億４,５２６

万１,７６６円、差引過不足額１,４８８万６,６２７円の黒字でございます。 

 資本的収入及び支出。収入決算額４,８７９万３,０００円、支出決算額１億５,４７６

万４,９４９円、差引過不足額１億５９７万１,９４９円の不足でございます。 

 合計決算額３億８９４万１,３９３円、支出決算額４億２万６,７１５円、差引過不足額

９,１０８万５,３２２円の不足でございます。 

 次に、議案の３７ページをお願いいたします。 

 報告第１２号平成２１年度決算に基づく健全化判断比率の報告についてでございます。 

 地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項の規定により、次のとおり報告

するものでございます。 

 ３８ページをお願いいたします。 

 平成２１年度決算に基づく健全化判断比率。 

 平成２１年度決算でございますが、実質赤字額がありませんので、表示はありません。 

 連結実質赤字比率額もありませんので、表示はありません。 

 実質公債費比率１３.７％。 

 将来負担比率１１８.４％でございまして、いずれの指標についても、早期健全化基準

を下回る数値となっております。 

 なお、議会報告後に、町民にも広く公表をいたすところでございます。 

 ３９ページでございます。 

 報告第１３号平成２１年度決算に基づく資金不足比率の報告について。 

 地方公共団体の財政の健全化に関する法律第２２第１項の規定により、次のとおり報告

するものでございます。 

 ４０ページをお願いいたします。 

 平成２１年度決算に基づく資金不足比率でございます。 

 水道事業会計でありますが、資金不足額がありませんので、表示はございません。 

 経営健全化基準を下回っております。 

 これにつきましても、議会に報告後、町民に公表をいたすところでございます。 
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 以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○議長（村山修一君） 説明が終わりました。 

 日程第２５ 報告第１２号平成２１年度決算に基づく健全化判断比率の報告、日程第２

６ 報告第１３号平成２１年度決算に基づく資金不足比率の報告については、受理いたし

ました。 

 お諮りします。 

 各会計の歳入歳出決算については、各常任委員会より２名、計４名で構成する羅臼町各

会計決算特別委員会を設置し、この特別委員会に付託して審査することにしたいと思いま

す。御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（村山修一君） 御異議なしと認めます。 

 したがって、本件については、４名の委員で構成する羅臼町各会計決算特別委員会を設

置し、この特別委員会に付託して審査することに決定いたしました。 

 お諮りします。 

 ただいま設置されました羅臼町各会計決算特別委員会の委員の選任については、各常任

委員会より２名を選出していただき、議長において指名したいと思います。御異議ありま

せんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（村山修一君） 御異議なしと認めます。 

 各常任委員会委員会で委員の選任をお願いします。 

 総務民生常任委員会は正副議長室、経済文教常任委員会は第１委員会室でお願いしま

す。 

 決算特別委員選出のため、暫時休憩します。 

午後 ３時１０分 休憩 

────────────── 

午後 ３時１８分 再開 

○議長（村山修一君） 再開します。 

 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 ただいま休憩中に決算特別委員が選出されましたので、事務局長から報告させます。 

○議会事務局長（久保田誠君） 決算特別委員を御報告申し上げます。 

 総務民生常任委員会から、坂本志郎議員、小野哲也議員。 

 経済文教常任委員会から、山下崧議員、田中良議員。 

 以上でございます。 

○議長（村山修一君） ただいま事務局長より報告のとおり指名したいと思います。御異

議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 
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○議長（村山修一君） 御異議なしと認めます。 

 したがって、ただいま指名しましたとおり、羅臼町各会計決算特別委員会の委員に選任

することに決定しました。 

 委員会条例第７条第２項の規定により、委員会において正副委員長の互選をお願いしま

す。 

 正副議長室でお願いします。 

 正副委員長互選のため、暫時休憩します。 

午後 ３時２０分 休憩 

────────────── 

午後 ３時２６分 再開 

○議長（村山修一君） 再開します。 

 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 諸般の報告をします。 

 休憩中に、委員会において委員長並びに副委員長の互選が行われ、その結果が議長の手

元にまいりました。 

 羅臼町各会計決算特別委員会委員長に田中良君、副委員長に坂本志郎君。 

 以上のとおり互選された旨、報告がありました。 

 ただいま、委員長より閉会中の継続審査の議決の申し出がありましたので、これを許し

ます。 

 委員長田中良君。 

○２番（田中 良君） ただいま本特別委員会に付託されました認定第１号から認定第７

号の平成２１年度目梨郡羅臼町各会計歳入歳出決算認定は、会期が本日１日なので、閉会

中の継続審議の議決をお願いしたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（村山修一君） お諮りします。 

 ただいま羅臼町各会計決算特別委員会委員長から、閉会中の継続調査の申し出がありま

したが、御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（村山修一君） 御異議なしと認めます。 

 したがって、日程第１８ 認定第１号平成２１年度目梨郡羅臼町一般会計歳入歳出決算

認定から、日程第２４ 認定第７号平成２１年度目梨郡羅臼町水道事業会計歳入歳出決算

認定についての７件を、羅臼町各会計決算特別委員会に付託し、閉会中の継続審査とする

ことに決定いたしました。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第２７ 発議第８号 道路の整備に関する意見書 

──────────────────────────────────── 

○議長（村山修一君） 日程第２７ 発議第８号道路の整備に関する意見書を議題としま
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す。 

 提案理由の説明を求めます。 

 佐藤晶君。 

○７番（佐藤 晶君） 発議第８号道路の整備に関する意見書。 

 上記の議案を会議規則第１３条の規定により別紙のとおり提出する。 

 平成２２年９月１６日提出、羅臼町議会議長、村山修一殿。 

 提出者、羅臼町議会議員、佐藤晶。賛成者、羅臼町議会議員、湊屋稔、同じく山下崧、

同じく田中良。 

 道路の整備に関する意見書。 

 北海道は、全国の２２％を占める広大な面積に、１７９の市町村からなる広域分散型社

会を形成し、道民の移動や物資の輸送の大半を自動車交通に依存しており、道路は道民生

活と経済、社会活動を支える重要な社会基盤であるが、冬期の厳しい気象条件に加え、多

発する交通事故、自然災害時の交通障害や、更新時期を迎え、老朽化する道路施設など、

道路を取り巻く課題は多い。 

 また、国土の根幹をなす高規格幹線道路から、住民に最も密着した市町村道に至る道路

網の整備は道民が強く要望しているところであり、特にミッシングリンクを抱え、全国に

比べて大きく立ちおくれている高規格幹線道路ネットワークの形成は、圏域間の交流、連

携の強化による地域経済の活性化、道民の命にかかわる救急搬送や災害対応といった、安

全で安心な生活を確保する上で重要な課題である。 

 こうした中、地方財政は全国的な景気の後退とともに、税収が落ち込むなど、さらに厳

しさを増しており、今後は国と地方の適切な役割分担のもと、道路整備に必要な予算を確

保するとともに、国が制度を見直す際には、地方の自主性、裁量性を重視した、地方に

とって自由度の高い制度とすることが重要である。 

 よって、このような状況を踏まえ、次の事項について強く要望する。 

 記。 

 １、高規格幹線道路ネットワークの早期形成を図るため、整備中区間の早期供用を図る

とともに、抜本的見直し区間の未着手区間や基本計画区間などについて、早期の事業化を

図ること。 

 ２、高度成長期に整備された老朽化した道路施設の長寿命化に係る費用に対する支援の

拡充を図ること。 

 ３、冬期交通における安全性の確保、交通事故対策、自然災害時の交通機能の確保な

ど、地域の暮らしを支える道路の整備及び維持に必要な予算を確保すること。 

 ４、平成２３年度から段階的に実施するとされている一括交付金の制度設計の際には、

道路整備に関する地域のさまざまな課題に対応できるよう制度を充実するとともに、必要

な予算額を確保すること。 

 ５、事業評価に当たっては、地域からの提案を反映させるなど、救急医療、観光、災害
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対策など、地域にもたらされる多様な効果を考慮し、総合的な事業評価手法となるよう検

討すること。 

 ６、地方の財政負担の軽減に資する地方道路整備臨時貸付金制度の維持・拡充を図るこ

と。 

 以上、地方自治法第９９条の規定により提出する。 

 平成２２年９月１６日、北海道羅臼町議会議長、村山修一。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（村山修一君） 説明が終わりましたので、質疑ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（村山修一君） これで、質疑を終わります。 

 これから、発議第８号を採決します。 

 この採決は、起立によって行います。 

 発議第８号は、原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（村山修一君） 起立総員です。 

 したがって、日程第２７ 発議第８号道路の整備に関する意見書は、原案のとおり可決

されました。 

 本意見書は、本議会において関係機関に送付することに決定しました。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第２８ 発議第９号 地方財政の充実・強化を求める意見書 

──────────────────────────────────── 

○議長（村山修一君） 日程第２８ 発議第９号地方財政の充実・強化を求める意見書を

議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 小野哲也君。 

○４番（小野哲也君） 発議第９号地方財政の充実・強化を求める意見書。 

 上記の議案を会議規則第１３条の規定により別紙のとおり提出する。 

 平成２２年９月１６日提出、羅臼町議会議長、村山修一殿。 

 提出者、羅臼町議会議員、小野哲也。賛成者、羅臼町議会議員、佐藤晶、同じく田中

良。 

 地方財政の充実・強化を求める意見書。 

 世界同時不況に端を発した経済状況は深刻の度を増しており、地域の雇用確保、社会保

障の充実など、地域自治体が果たす役割はますます重要となっている。 

 特に地域経済と雇用対策の活性化が求められる中で、介護、福祉施策の充実、農林水産

業の振興、クリーンエネルギーの開発など、雇用確保と結びつけ、これらの政策分野の充

実・強化が求められている。 
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 ２０１０年度予算において、地方交付税が前年度比１.１兆円増加されたことは、三位

一体改革で深刻な影響を受けた地方財政に対し、政府が地方交付税の充実という地方の要

望にこたえたものとして一定の評価ができるものであり、来年度予算においても引き続き

地方財政計画、地方交付税措置の一層の充実・確保に向けた大胆な予算措置が必要であ

る。 

 よって、国においては、２０１１年度の地方財政予算全体の安定確保に向けて、次の事

項について取り組むよう強く要望する。 

 記。 

 １、医療、福祉分野の人材確保を初めとするセーフティーネット対策の充実、農林水産

業の再興、環境対策など、今後増大する財政需要を的確に取り入れ、２０１１年度地方財

政計画、地方交付税総額の規模を拡大すること。 

 ２、地方財源の充実・強化を図るため、国、地方の税収配分５対５を実現する税源移譲

と、格差是正のための地方交付税の確保、国の直轄事業負担金の見直しなど、抜本的な対

策を進めること。 

 ３、２０１０年度予算において創設された地域活性化・雇用等臨時特例費など、地方財

政計画・地方交付税措置のより一層の充実を図り、自治体が安心して雇用対策等を取り組

めるような環境整備を行うこと。 

 ４、住民の安全・安心を実現する社会資本の整備に関しては、地方負担を増加させるこ

とのないよう、交付金などの十分な財政措置を講ずること。 

 以上、地方自治法第９９条の規定により提出する。 

 平成２２年９月１６日、北海道羅臼町議会議長、村山修一。 

 以上、よろしくお願いいたします。 

○議長（村山修一君） 説明が終わりました。質疑ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（村山修一君） これで、質疑を終わります。 

 これから、発議第９号を採決します。 

 この採決は、起立によって行います。 

 発議第９号は、原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（村山修一君） 起立総員です。 

 したがって、日程第２８ 発議第９号地方財政の充実・強化を求める意見書は、原案の

とおり可決されました。 

 本意見書は、本議会において関係機関に送付することに決定しました。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第２９ 発議第１０号 一般国道の維持管理の充実を求める意見書 

──────────────────────────────────── 
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○議長（村山修一君） 日程第２９ 発議第１０号一般国道の維持管理の充実を求める意

見書を議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 田中良君。 

○２番（田中 良君） 発議第１０号一般国道の維持管理の充実を求める意見書。 

 上記の議案を会議規則第１３条の規定により別紙のとおり提出する。 

 平成２２年９月１６日提出、羅臼町議会議長、村山修一殿。 

 提出者、羅臼町議会議員、田中良。賛成者、羅臼町議会議員、佐藤晶、同じく湊屋稔。 

 一般国道の維持管理の充実を求める意見書。 

 広大な面積に１７９の市町村が点在する本道は、広域分散型社会を形成しており、人の

移動や物資の輸送の大半を自動車交通に依存していることから、道路は道民生活や経済、

社会活動を支える最も重要な社会基盤である。 

 中でも、一般国道は、高規格幹線道路とともに、圏域間の交流、連携の強化による地域

経済の活性化はもとより、道民の命にかかわる救急搬送や災害対応といった、安全で安心

な道民生活を確保する上でも重要な役割を担っている。 

 しかしながら、国の本年度予算においては、一般国道の維持管理のための予算が大幅に

削減されており、草刈りや清掃などの回数の減尐や、除雪レベルの低下により、安全・安

心な通行の確保に支障を来すばかりでなく、物流や観光などの経済活動や道民生活に対す

る影響も危惧されるところである。 

 よって、国においては、地域の実情を十分に踏まえ、既存道路の維持管理等の重要性を

再認識され、次の事項について十分配慮するように強く要望する。 

 記。 

 １、安全・安心な道路通行のため、橋梁や舗装等の修繕に必要な予算を確保し、適切な

維持管理を着実に実施すること。 

 ２、積雪寒冷地などの地域特性を踏まえ、適切な除排雪に必要な予算を確保し、冬期に

おける安全で安心な通行を確保すること。 

 以上、地方自治法第９９条の規定により提出する。 

 平成２２年９月１６日、北海道羅臼町議会議長、村山修一。 

 よろしくお願いします。 

○議長（村山修一君） 説明が終わりました。質疑ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（村山修一君） これで、質疑を終わります。 

 これから、発議第１０号を採決します。 

 この採決は、起立によって行います。 

 発議第１０号は、原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 
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○議長（村山修一君） 起立総員です。 

 したがって、日程第２９ 発議第１０号一般国道の維持管理の充実を求める意見書は、

原案のとおり可決されました。 

 本意見書は、本議会において関係機関に送付することに決定しました。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第３０ 発議第１１号 重症心身障がい児（者）への支援に関する意 

見書 

──────────────────────────────────── 

○議長（村山修一君） 日程第３０ 発議第１１号重症心身障がい児（者）への支援に関

する意見書を議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 鹿又政義君。 

○６番（鹿又政義君） 発議第１１号重症心身障がい児（者）への支援に関する意見書。 

 上記の議案を会議規則第１３条の規定により別紙のとおり提出する。 

 平成２２年９月１６日提出、羅臼町議会議長、村山修一殿。 

 提出者、羅臼町議会議員、鹿又政義。賛成者、羅臼町議会議員、小野哲也、同じく髙島

讓二。 

 重症心身障がい児（者）への支援に関する意見書。 

 重症心身障がい児（者）は、重度な身体障がいと重度な知的障がいが重複して存在し、

たんの吸飲による呼吸管理などの医療的ケアを日常的に必要としている。 

 全国で重度心身障がい児（者）はおよそ４万人弱と推測されており、そのうちの１万

２,０００人が重症心身障がい児施設と独立行政法人国立病院機構の重症心身障がい児病

棟におり、残り３分の２の１万８,０００人が各地域で在宅生活を過ごしている。 

 近年、我が国では、医療技術の進歩と新生児集中治療室（ＮＩＣＵ）の体制強化などに

より、かけがえのない生命を救うことができるようになってきている。 

 幸い、救急救命医療を要さない状態になった乳幼児は、退院後には、児童福祉法に基づ

く病院機能をあわせ持つ重症心身障がい児施設や在宅などに生活の場を移すことになる。 

 しかし、医療の必要性の高い乳幼児が重症心身障がい児施設に入所するに当たっては、

現行の施設の看護体制以上で看護師配置を行う必要性が生ずるが、その病棟のみの診療報

酬を設定できないといつた隘路があり、施設単独では新たな看護師配置ができない状況に

ある。 

 また、重症心身障がい児（者）が在宅で生活するには、家族などによる介護や医療的ケ

アを密に行う必要があり、家族の抱える負担は非常に大きなものとなる。 

 このため、家族の介護・看護疲れを軽減するため、短期入所サービス事業などで一時的

に重症心身障がい児（者）を診てもらえるレスパイト事業は重要であり、地域で生活をす

る上で、そのニーズは高まっている。特に医療機関の行う医療型短期入所サービス事業
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は、地域で暮らす重症心身障がい児（者）と家族にとって、頼もしいよりどころであり、

この事業所の増加につながる方策が望まれる。 

 あわせて、重症心身障がい児（者）にとって、医療は欠くべからざるものであるが、経

済的負担も大きなものとなることから、全国的に地方自治体による単独医療費助成事業を

実施している実態にある。 

 よって、国においては、重症心身障がい児（者）やその家族が地域で安心して暮らせる

よう、次の事項について要望する。 

 記。 

 １、医療的ケアを必要とする重症心身障がい児がＮＩＣＵを退院した後、重症心身障が

い児施設が受け入れ体制を拡充するために、施設における一律の診療報酬から、看護師な

どの配置基準に応じた病棟単位での診療報酬設定ができる方策を講ずること。 

 ２、医療的ケアを必要とする重症心身障がい児（者）に対する在宅支援において、医療

機関の行う医療型短期入所サービスの提供が十分に行われるよう、障害者自立支援法上の

報酬額を引き上げること。 

 ３、重症心身障がい児（者）の経済的負担の軽減等を図るため、全都道府県で医療費助

成事業を実施している状況にあることを踏まえ、重症心身障がい児（者）医療費の公費負

担助成制度を国において創設すること。 

 以上、地方自治法第９９条の規定により提出する。 

 平成２２年９月１６日、北海道羅臼町議会議長、村山修一。 

 よろしくお願いします。 

○議長（村山修一君） 説明が終わりました。質疑ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（村山修一君） これで、質疑を終わります。 

 これから、発議第１１号を採決します。 

 この採決は、起立によって行います。 

 発議第１１号は、原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（村山修一君） 起立総員です。 

 したがって、日程第３０ 発議第１１号重症心身障がい児（者）への支援に関する意見

書は、原案のとおり可決されました。 

 本意見書は、本議会において関係機関に送付することに決定しました。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第３１ 各委員会閉会中の所管事務調査の件 

──────────────────────────────────── 

○議長（村山修一君） 日程第３１ 各委員会閉会中の所管事務調査の件を議題としま

す。 
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 お諮りします。 

 各委員長から、委員会においての調査について、会議規則第７１条の規定により、お手

元に配付のとおり閉会中の所管事務調査の通知が議長に提出されておりますので、承認し

たいと思いますが、御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（村山修一君） 御異議なしと認めます。 

 したがって、各委員長から提出された閉会中の所管事務調査の件は、承認することに決

定しました。 

──────────────────────────────────── 

◎閉会宣告 

──────────────────────────────────── 

○議長（村山修一君） これで、本日の日程は全部終了しました。 

 会議を閉じます。 

 平成２２年第３回羅臼町議会定例会を閉会します。 

 どうもありがとうございました。 

午後 ３時５１分 閉会 
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